
表3.3　鉄筋の定着の長さ

フックなし

小梁 スラブ

10d

３Ｌ

フックあり

－

（注）①．Ｌ　，Ｌ　 ：２．以外のフックなし直線定着の長さ及びフックあり直線定着の長さ。

②．Ｌ　，Ｌ　 ：割裂破壊のおそれのない箇所へのフックなし直線定着の長さ及び

⑤．フックあり直線定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分ℓを含まない。

③．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋のフックなし直線定着の長さ。

鉄筋の

種　類

コンクリートの

設計基準強度

２
Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ   ）

40d

35d

30d

30d

35d

18

20d

１

２

３

図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

Ｌ １ｈ

ただし、壁の場合及びスラブ筋でD16以下の場合は除く。

表3.2　隣り合う継手の位置

（d）隣り合う継手の位置は、表3.2による。

（ a ）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。

（２）鉄筋の定着

図3.3　定着の方法

（ｃ）梁主筋の柱内定着の方法又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、

図3.3に示すように、全長をL2とし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの

末端部

図3.5　スパイラル筋の継手及び定着

中間部

（重ね継手）

（ e ）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。

（ f ）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による

以上の

添巻き

1.5巻

d

≧6d

重ね継手 定着（スラブの場合）

50d

図3.4　溶接金網の継手及び定着

d

≧6d
≧6d

5
0

d

≧6d

d

１節半以上、かつ、150mm以上

Ｌ

定着（壁の場合）

２

 鉄筋

（柱頭又は柱脚部）

なお、Ｌ　及びＬ　は表3.3の（注）による。２ ３

（1）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。

1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

ただし、柱及び梁の主筋にＤ29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の

（注）①．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は、

煙突等高熱を受ける部分

構造部分の種別

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

擁壁，耐圧スラブ

②．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上

③．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、

有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

屋内

ない部分

土に接し

る部分

土に接す

耐力壁以外の壁

スラブ，

柱，梁，耐力壁

最小かぶり厚さ

30

30

20

30

＊

④．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

⑤．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

（c）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍

（a）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（b）25ｍｍ

図4.1　鉄筋相互のあき

（3）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（4）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

ただし、特殊な鉄筋継手の場合のあきは、特記による。

（5）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。

（6）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。

仕上げなし

仕上げあり

40

30

屋外

40

40

60

＊

60

⑥．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

（c）建築基準法施行令第８１条第１項（時刻歴応答解析計算）、第２項第一号（保有

（ｂ）建築基準法施行令第８１条第１項（時刻歴応答解析計算）、第２項第一号

梁主筋の柱内定着長さは、フックのありなしにかかわらず40ｄ以上とする。

SD345

SD390

21

24，27

30，33，36

21

24，27

21

45d

40d

35d

35d

40d

30d

30d

20d

35d

25d

4   最小かぶり厚さ

Ｌ １ｈＬ ２ｈＬ２

３ｈＬ

かつ

150mm

以上

小梁 スラブ

10d

式

継

手

フックなし

械

フックあり

重

ａ

ａ＝0.5Ｌ

Ｌ１ｈ

１ｈ ａ≧0.5Ｌ

接

継

手

圧

機

 圧接継手

ね

継

手

－

－

耐力壁の鉄筋の重ね継手を設ける場合にあっては、フックのありなしにかかわらず

40ｄ以上とする。（軽量骨材を使用する場合は50ｄ以上）

35d

30d

25d

20d25d

30d35d

25d30d

25d30d

20d25d

30d35d

30d35d

25d30d

18 40d50d

35d45d

35d40d

40d50d

40d45d

１ｈ

２ｈ

④．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり直線定着の長さ。３ｈ

Ｌ  、Ｌ   又はＬ１ ２ ３

フックなし

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長

【 ※ 】

Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）ａ

余長

Ｌ     、Ｌ     又はＬ１ｈ ２ｈ

フックあり

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

Ｌ２

Ｌｂ

余長

▽

定着起点

▽

定着起点

図3.2　直線定着の長さ

Ｌ２

Ｌ３ Ｌ２

 鉄筋

１節半以上、かつ、150mm以上

※ 表3.3のL2と（２）に規定する定着長さのうち、

コンクリートの

設計基準強度

２
Fc（Ｎ/ｍｍ）

ａＬ 

18

21

24，27

30，33，36

20d

15d

15d

15d

18

21

15d

15d

15d

15d

21

24，27

鉄筋の

種  類

15d

15d

24，27

20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d30 ，33，36

20d

20d

15d

20d

20d

SD295

SD295

ｂＬ 

SD345

SD390

表3.4　鉄筋の投影定着の長さ

（注）①．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。

②．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。ｂ

ａ

（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

③．軽量コンクリートの場合は、表の値に5ｄを加えたものとする。

Ｌ１ｈ ａ Ｌ１ｈ

１ｈ

ａ

ａ＝0.5Ｌ

Ｌ１

１ ａ≧0.5Ｌ

Ｌ１ ａ

１

Ｌ１ｈ

Ｌ１

Ｌ１

ａ

カップラー

ａ

ｂ

図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

（２）基礎梁にスラブなどの上載荷重が加わらない場合の主筋の継手、定着及び余長は、

（３）基礎梁にスラブなどの上載荷重が加わる場合の主筋の継手、定着及び余長は、

図5.3による。 ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。

（a）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、

鉄筋の本数が異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。

２Ｌ

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

（b）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。

（１）一般事項

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

２．　　　　　    印は、継手及び余長位置を示す。

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２． 印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

5.1　基礎梁

Ｄは、鉄筋の最大外径

間隔

Ｄ あき Ｄ

柱

梁 梁

 ガス圧接を例で示す

：継手の好ましい位置

ａ≧400mm

ａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mm

２
Ｌ

継手長さ

継手長さ

15d（余長）

≧100

 /2 0

 0

継手長さ 15d（余長）15d（余長）

継手長さ

20d（余長）

ａＬ

【※】

ａＬ

【※】

ａＬ

ａＬ

【※】

【※】

ａＬ

【※】

ａＬ

【※】
20d（余長）

ａＬ

ａＬ

【※】

【※】

継手長さ

20d（余長）

ａＬ

【※】

ａＬ 15d（余長）

ａＬ

【※】

２
Ｌ

（４）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。

（a ）あばら筋の径および間隔は、特記による。

（b ）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。

ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、

（１）一般事項

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

（２）腹筋及び幅止め筋は、7.2 による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は特記による。

（３）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。

図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

5.2　基礎梁のあばら筋等

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

一般の場合

≧
8

d

d

重ね継手とする場合

コンクリート打継ぎ面

構造関係共通図（配筋標準図その１)

構造関係共通図(配筋標準図)　

鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表1.1を標準とする。

表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

  梁

 床版

壁

壁

 壁

 壁 梁

壁

図2.1

（２）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図2.1の ● ）にある場合

（１）柱の四隅にある主筋（図2.1の ● ）で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合

（５）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

（３）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（４）杭基礎のベース筋

1  鉄筋の加工

2   異形鉄筋の末端部

折曲げ

角  度

折曲げ内法直径(D)

Ｄ16以下 Ｄ19～D38

SD295

ＳＤ295Ｂ,ＳD345

  90°

  90°

  135°

  135°

  180°

４ｄ以上

４ｄ以上

Ｄ

ｄ

３ｄ以上

及び

ＳＤ390

５ｄ以上

（幅止め筋）

１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを

　　用いる場合は、余長は４ｄ以上とする。

折曲げ図

（注）１．Ｌ 　,Ｌ   ：フックなしの重ね継手の長さ及びフックありの重ね継手の長さ。

２．フックありの場合のＬ　  は、図3.1に示すようにフック部分を含まない。１ｈ

１ １ｈ

（１）鉄筋の重ね継手

（a）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（b）鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。

3   継手及び定着

表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ

コンクリートの

設計基準強度
２

Fc（Ｎ/ｍｍ ）

１Ｌ　（フックなし）

18

21

45d

40d

35d

30d

18

21

35d

25d

25d

30d

鉄筋の

種  類
Ｌ　   （フックあり）１ｈ

25d

35d

50d

45d

40d

35d

45d

40d

35d

30d

30d

35d

SD295

SD345

SD390

６ｄ以上

Ｄ

8ｄ以上

Ｄ

Ｄ
４ｄ以上

4ｄ以上

Ｄ

 床版

２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。

の場合

の場合

水平耐力計算、限界耐力計算、エネルギー法）以外の計算による場合、主筋及び

また、中間部での折曲げは行わない。

（保有水平耐力計算、限界耐力計算、エネルギー法）以外の計算による場合、

小梁及びスラブの上端筋の

投影定着長さを表3.4に示す長さ（かつ、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの

（2）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10ｍｍを加えた

24，27

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

3/4倍以上）のみ込ませる。

ｄ

柱

ｄ
ｄ

ｄ

 ガス圧接を例で示す

 ガス圧接を例で示す

（余長）

フックあり直線定着の長さ。

大きい値を全長で確保する。

　　 

※ L2と、3.1(b)(2)に規定する 定着長さのうち、大きい値を全長で確保する。

※ 表3.3のフックなし直線定着長さと、3.1(b)(2)に規定する

定着長さのうち、大きい値を全長で確保する。

二段筋

二段筋

１
Ｌ

ｈ

Ｌ１

d

継手長さ

（基礎梁を除く）

（軽量骨材を使用する場合は50ｄ以上）

３h

b

L
2

a

b

打増し部主筋

L
2

a

打増しあばら筋

打増しあばら筋

L2

打増し部主筋

梁幅

２-D19

300＜a ≦60070＜ a ≦300

ｂ＜400 400≦ｂ≦600 b＜400 400≦ｂ≦600

打増し部主筋

打増し部腹筋

a

5.3　基礎梁の打増し要領

（ｄ）機械式定着による場合は、指定性能評価機関で技術評価を受けた設計・施工指針に

　従う。

21 50d 35d

（１）タテ打増し

（２）ヨコ打増し

3-D19 3-D22 4-D22

打増し部主筋 上下各々　1 - D19

300＜ a ≦60070＜ a ≦300

基

礎

の

梁

打増し部主筋

打増し部主筋

打増しあばら筋

あばら筋と同径（SD295）・同ピッチとする打増し部あばら筋

打増し部腹筋

上下各々　2 - D22

打増し部腹筋

あばら筋と同径（SD295）・同ピッチとする打増し部あばら筋

打増し部腹筋

梁腹筋に準ずる

打

増

し

基

礎

の

梁

打増し部腹筋

打

増

し

・打増し部a が　　　       を越える場合は図示による。

・打増し部a が　　　　  未満の場合は、補強を行なわない。

600mm

70mm

－ 2-D10

L2

L
2

a

（３）タテヨコ打増し

打増し部主筋

打増し部腹筋

打増しあばら筋

・打増し部主筋・あばら筋・腹筋は特記による。

※ L2と、3.1(b)(2)に規定する 定着長さのうち、大きい値を全長で確保する。

：継手の好ましい位置

：継手の好ましい位置

（余長）15d

（余長）20d

Ｄ19～D38

30，33，36

30，33，36

30，33，36

⑥．計画共用期間の級が標準・長期ではないときは特記による。

ℓ

ℓ

ℓ

ℓ  /4 0ℓ /4 0ℓ

 /2 0ℓ  /4 0ℓ /4 0ℓ

 /2 0  0ℓ  /4 0ℓ /4 0ℓ

 /2 0ℓ  /4 0ℓ /4 0ℓ

 /2 0ℓ  /4 0ℓ /4 0ℓ

 /2 0ℓ  /4 0ℓ /4 0ℓ

 0ℓ

 0ℓ

 0ℓ

 0ℓ

 0ℓ

特記による。

捨コンクリートの厚さを含まない。

数値を標準とする。

図5.2による。

図5.5によることができる。

ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

なお、片持小梁及び片持ちスラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。

官房長営繕部監修 公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版による。

（2）鉄筋の表示記号

（3）注意事項

構造図面に記載された事項は、本配筋標準図に優先して適用する。

構造図面及び構造関係特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣

鉄筋は構造図面に指定された寸法及び形状に合わせ、常温で正しく加工して

有害な曲がり又は損傷等のある鉄筋は使用しない。

鉄筋組み立て時に用いたビニ－ルテ－プ等及び搬入時のタグ等は除去すること。

（1）適用範囲

共通事項

カラ－スプレ－等は最小限の使用にとどめること。

本配筋標準図は鉄筋工事に適用する。

「特記」とは、構造図面に表記する事項をいう。

・

・

・

・

・

・

・

・

番線の端部は型枠に接しない様に内側に折曲げること。・

型枠固定用金具等を鉄筋に溶接しないこと。・

Ｄ１６

記    号

異形鉄筋 Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ２９Ｄ２２Ｄ１９ Ｄ２５ Ｄ３２

表1.1　鉄筋の表示記号

組み立てる。
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上下の柱断面寸法が異なる場合，

又は同径のものを２本重ねたものとする。

帯筋は，一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋

梁面より割り付ける。

帯筋

0
P

 
 
＠

１
P

 
 
＠

２
P

 
' 
＠

２
P

 
 
＠

1
P

 
' 
＠

（４）帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は特記による。

（３）フック及び継手の位置は交互とする。

図6.4　帯筋の割付け

一般の場合

図6.3　帯筋組立の形

（２）帯筋組立の形は図6.3により、適用は特記による。

（a）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

（c）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。

（b）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は5ｄ以上、

（注）①．柱の帯筋および柱の仕口部の帯筋は図示による。

　　　②．柱に取り付く梁に段差がある場合、柱の仕口部の範囲は、

（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。

（２）柱の打ち増し

（b）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。

FL

GL

打増し厚さ10mm

図6.2　柱打増し部

6.2　帯筋

図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長

（b）継手、定着及び余長は、図6.1による。

　　　3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下とする。

（１）一般事項

　　　ただし、柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、6.2（g）による。

　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。

　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。

打増し厚さ10mm

継手

≦
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/
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5
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0
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，
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5
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1
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かぶり厚さ

が多い場合

上階の鉄筋

下階の鉄筋
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上
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，
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,5
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下
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２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

1
5

d

h
o
/
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+
1

5
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6.1　柱

（a）継手中心位置は、梁上端から 500mm以上、1,500mm以下、かつ、

②．Ｗ－Ⅰ形

①．Ｈ形

③．ＳＰ形（スパイラル筋） 4．丸形

（イ） （ロ）

（イ）

（イ）

≧6d

Ｐ
＠

（ロ） （ハ）

≧40d

（ロ） （ハ） （ニ）

≧8d

Ｐ
＠

注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｌ

（イ） （ロ）

d

Ｌ Ｌ

≧6d

Ｌ

≧6d

≧6d

　　　　　梁が重なり合う最小範囲とする。

構造関係共通図（配筋標準図その２)

5.4　杭基礎

φ

φ

-D16@200

〈 Ａ形 〉

〈 B形 〉

（１）杭頭補強

①.

②.

既成コンクリート杭の杭頭補強筋は図示による。

既成コンクリート杭以外の場合は特記による。③.

④.中詰コンクリート内の補強筋はフックを付けない。

コンクリート止め板

中詰コンクリート補強筋

（２） 杭基礎配筋

φ

D13@300

Ａ

B部詳細図

（a） 一般事項

φ

L
1

1
.5

φ 1
0

0

D13@300

スパイラル筋

D13@100

L
2

（b） 杭頭が所定位置より下がった場合

補強方法はＡ型またはＢ型とし特記がなければＡ型とする。

コンクリート止め板

中詰コンクリート

5.5　直接基礎

（a） 独立基礎の場合

7
0

￠

　　　　　　特記により斜め筋を配する場合は、基礎筋の最大径と同径かつ３本以上とする。

7
0

70

Ａ

Ａ部詳細図

（b） 布基礎の場合

（c） ベタ基礎の場合

 の項による。但し上筋と下筋を読みかえる。

②  ①の鉄筋はスラブ主筋の最大径以上とする。

④  埋め戻し土のある場合は40を60とする。

③  ②の鉄筋はD13以上とする。

ハンチを付けた場合（ａ≧３）

L
1

≧
1

5
ｄ

1

2

ａ

１

6
0

L1

L1

Ｌ1
4

0

① 耐圧スラブ鉄筋の継手位置は「9.スラブ」

基礎梁あばら筋

基礎梁主筋

布基礎主筋

布基礎配力筋

（a） ０＜ ≦ 200Ｄ

（c） Ｄ ＞ 1000

Ｗ１　特記なき限り

２Ｌ

D13@200

D

3-D16

Ｄ

（b） 200 ＜ Ｄ ≦ 1000

3-D16

15d

L2≦

梁幅

15d

梁幅

L2≦

L
2

L2

L
2

縦，横ダブル

L2

D13@200

縦，横ダブル

45°～60゜

２
Ｌ

２
Ｌ

ＤD19@300

１

Ｌ

Ｌ
1

の三角壁厚さは、基礎梁幅とする。

１Ｗ

（２）基礎接合部の補強

2-D19以上かつ

（１）基礎の配筋

a

a

a

a

a

a

ａ＝1.5×（主筋直径）

注）柱リスト中の      印は２段筋を示す

e

6d

100

帯筋より１サイズ太く又は同サイズ２本

100

6d

15d

6d

4
0

0

L
1

e

L
2

6φ@1000

6φ@1000

D D

Ｄ／６＜ｅ≦150mmｅ≦Ｄ／６

（a） 一般事項

柱打増し部補強は下記による。①.

ただし、打増し部が 70mm 未満の場合は、補強を行わない。

②.

③.継手、定着方向は、柱筋に準ずる。

D16

D16

L
2

a

L2

D16

L
2

帯筋と同径（SD295）、同間隔

300

以下

300

以下

300

以下

打増し部分

主筋　各コーナー 3-D22

≦≦

打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合は、壁、梁、スラブ筋等の定着長さには、

 70 a の場合200 （ａ＞200mm の場合は、図示による。）

a

a

300

以下

300

以下

300

以下

300

以下

300

以下

円形柱の角形断面打増しの場合

打増し部分

打増し部分

打増し部帯筋は、円形柱の帯筋と

同径（SD295）、同間隔

（5）二段筋の保持

（6）絞り

（a） 杭が一本の場合

φ

D13@300

L
2

L
215d

d
Ａ

B

Ａ部詳細図

2
0

d

（b） 杭が複数本の場合

L
2

B部詳細図

L
2

15d

Ａ部詳細図

8d

L
2

L
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B

A

かご鉄筋（柱筋と同径とする）

かご鉄筋

A

1
0

d

L
1

+
5

d

L
1

+
5

d

　　　柱頭補強を行う場合（柱頭で梁内に定着長Ｌ２がとれない場合）は下図による

A-A SEC

（3）柱頭補強

四隅部の柱主筋-フック付

打増し厚さは含まない。

場合には、フックを付ける。

その柱に取り付くすべての梁が重なり合う最小範囲とする。

片面フレア溶接の場合は10ｄ以上とする。

φ

D13@300

D13@150

正常杭

D16@200

L
2L
1

a

▽杭天端

100 ≦ a ≦ φ

a ＞ φの場合は監理者の指示による。

※

基礎への埋込深さはリストによる※

L
2

6
0

4
0

L2

ハンチが無い場合

第1帯筋

3
0

※

※梁面より50mm以下

4
d

4
d
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図7.9　腹筋および幅止め筋

（４）腹筋及び幅止め筋

（a）一般の梁は、図7.9による。

②．　　　　印は、余長位置を示す。

（１）小梁主筋の継手、定着及び余長

（注）①．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

（a）連続小梁の場合は、図7.10による。

（注）①．図示のない場合は、（１）による。

（b）先端に小梁がある場合は、図7.13による。

図7.13　片持梁主筋の定着

③．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

（１）片持梁主筋の定着及び余長

（２）単独小梁の場合は、図7.11による。

②．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

③．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

②．　　　　　   印は、余長位置を示す。

（注）①．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

（３）あばら筋は、7.2による。

②．　　　　 印は、余長位置を示す。

（注）①．図示のない事項は、7.1による。

（a）先端に小梁のない場合は、図7.12による。

（２）あばら筋は、7.2による。

上端筋

= 45゜

平面 立面

直交する梁へ斜めに定着する場合

・

・

7.4　小梁

7.5　片持梁

柱

梁 梁

鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。

吊上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ太い

e≦D/6
柱

梁 梁

Ｄ

腹筋

2-D10

幅止め筋

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ＜1,500

小梁外端部

水平断面

小梁連続端部

片持梁

垂直断面

先端小梁 

先端小梁

片持梁

片持梁筋

折下げ

片持梁筋

折下げ

２Ｌ

２Ｌ

Ｄ

最上階

15d(余長)

二段筋

継手長さ

継手長さ

一般階

上端筋

下端筋

15d(余長)

15d(余長)

Ｄ

15d(余長)

20d(余長)

ａＬ

【※】（二段筋）

２
Ｌ

 
（

一
段

筋
）

ａＬ

【※】

ａＬ

【※】

２
Ｌ

ａＬ

【※】

ａＬ

【※】

ａＬ

【※】

ａＬ

【※】

図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

（c）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、

（d）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

鉄筋の本数が異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。

（a）継手中心位置は、次による。

上端筋：中央      /2以内

図7.1　梁主筋の梁内定着

上端筋：曲げ降ろす

下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。

下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、    /4を加えた範囲以内

（b）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。

なお、定着の方法は3.1(b)(3)による。

（２）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

（e）梁にハンチをつける場合、その傾斜は特記による。

（３）ハンチのない場合の重ね継手、定着及びカットオフ余長は、図7.3による。

（f）段違い梁は、図7.2による。

（注）①．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

②．　　　　　   印は、継手及び余長を示す。

③．破線は、柱内定着の場合を示す。

④．Laは3.1(b)(4)による。

（a）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。

（b）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は特記による。

（c）打ち増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の

定着長さには、打ち増し部分を含まない。

（１）一般事項

7.1　大梁

外端部や隅部では、折り曲げて定着する（全長L2かつ余長8d）。

最上階

二段筋

一般階

15d(余長) 15d(余長)

ａＬ

【※】（二段筋）

２
Ｌ

　
（

一
段

筋
）

ａＬ

【※】

１Ｌ １Ｌ

１Ｌ １
Ｌ

２
Ｌ

ａＬ

【※】

ａＬ

【※】

１Ｌ １Ｌ

１Ｌ １
Ｌ

外端

20d(余長) 20d(余長)

連続端

連続端

15d(余長) 15d(余長)

３hＬ 20d(余長) 20d(余長)

15d(余長) 15d(余長）ｂＬ

２Ｌ

２Ｌ  (定着)

図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

端部外端

15d(余長)

20d(余長) 20d(余長)

15d(余長)

図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

ｂＬ

２Ｌ

３hＬ Ｌ

ｂＬ

２Ｌ

には、フックを付ける。

（４）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

（注）①．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）には、

②． 印は、継手及び余長を示す。

③．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、 のように引き通すことができる。

④．破線は、柱内定着を示す。

⑤．Laは3.1(b)(4)による。

２
Ｌ

下端筋

最上階一般階

15d

図7.12　片持梁主筋の定着及び余長

 /32 ａＬ

２Ｌ

Ｌ

15d  /32

２
Ｌ

ＬＬ

(頭つなぎ梁)

２
Ｌ

図7.2　段違い梁

※ 3.1（3）定着の方法による。

※ 3.1（3）の定着方法による。

３h

３h

（5） ２段筋の間隔保持のための吊り筋及び受け筋

　　バーサポート　　吊り筋（上筋） （b）（a）

Ｓ金物

300≦

2-D13

（c）　　受け筋

D10@1,000

〃

〃

〃
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（ｂ）壁ばり

≦

2-D13
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打増し部腹筋

L2 a

梁下打ち増し

打増し部主筋

a
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L
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a

（１） 一般事項

（b） 軸方向補強筋及び補強あばら筋の定着長さはL2とする。但し、側面打増しの

（a） 下図は、梁の打増し幅 a が 70 mm以上 、200 mm以下に適用にする。

b

200mmを越える場合及び梁幅が 550 mmをこえる場合は「5-3」の項による。

ただし、打増し部が 70 mm未満の場合は、補強を行わない

D

あばら筋より１サイズ太い鉄筋

又は同サイズ２本とする。

各々柱に定着する。

D

e

（b） 高低差がある場合
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打増し部主筋

梁幅

２-D16

70≦ a ≦200

ｂ≦350 350＜ｂ≦550

3-D16

あばら筋と同径（SD295）・同ピッチとする打増し部あばら筋
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打増し部腹筋

打増し
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梁上打ち増し

打増し部主筋

打増し部主筋 上下各々　1 - D16

打増し部あばら筋

打増し部腹筋

70≦ a ≦200

梁の

打増し

梁腹筋に準ずる

（２）タテ打増し

（３）ヨコ打増し

（４）タテヨコ打増し

・打増し部主筋・あばら筋・腹筋は特記による。

打増し部腹筋

打増し部主筋

打増しあばら筋

（6）. 打増し部分にスラブ・壁・梁等がとりつく場合は、スラブ・壁・梁筋等の長さには、

1
5

d

L
2

補強筋

L
2

L
2

梁の上下の打増しが途中で終わる場合 梁側面の打増しが途中で終わる場合

補強筋

8
d

8
d

8
d

Ｌ３h

8
d

8
d

8
d

a

腹筋については、15dとする。

あばら筋と同径（SD295）・同ピッチとする

 0 /4ℓ 0 /4ℓ  /2 0ℓ

 0 /4ℓ

 0ℓ

 0ℓ

 /4 0ℓ /4 0ℓ  /2 0ℓ

7.3　梁の打ち増し

図7.8　あばら筋の割付け（その３）

（注）①．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

②．図中のP＠、P'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（b）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。

（a ）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。

（c）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

（１）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

ただし、片側にスラブが取り付く梁の場合は、（ロ）または（ハ）、

② （ロ）の場合　片側にスラブが取り付く梁ではスラブの付く側、

（a）形は、図7.5（イ）とする。

① （イ）の場合は交互とする。

③ （ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。

（b）フックの位置

（２）あばら筋組立の形及びフックの位置

ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは特記による。

（イ）

d

（ロ） （ハ） （ニ）

≧8d
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＝30
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・
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≧8d

≦P'＠P'＠

（３）あばら筋の割付け

（a）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。

図7.5　あばら筋組立の形

図7.6　あばら筋の割付け（その１）

（注）①．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

（b）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。

図7.7　あばら筋の割付け（その２）

（注）①．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

②．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

②．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（c）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。

Ｄ

両側にスラブが取り付く梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることができる。

両側にスラブが取り付く梁では交互とする。

7.2　あばら筋等
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（5）梁芯が違う場合

柱

柱面と梁面が同一面の場合

梁幅

③ 主筋を折曲げて通し配筋する場合は、柱面より内側にあばら筋より

② ２.の場合、通し配筋ができるものは通し配筋としてもよい。

１サイズ太い鉄筋又は同サイズ２本とする。

① 主筋の折曲げが D/6 以下であっても別々にアンカーしてもよい。
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梁
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１．e が D/6 以内の場合

梁
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（a） 平面上で梁芯が違う場合

柱

D

e

梁

あばら筋より１サイズ太い鉄筋

又は同サイズ２本とする。
2．e が D/6 を超える場合

３．梁幅を超える場合

（5）打ち増しが途中で終わる場合
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打増し厚さを含まない。
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a=2.5×主筋径

１．e が D/6 以内の場合

2．e が D/6 を超える場合

３．梁幅を超える場合
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（１）壁配筋の重ね継手及び定着の長さは、重ね継手長さをＬ1、定着長さをＬ2とする。

（２）幅止め筋は、縦横ともD10-@1,000程度とする。

（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

図8.1　壁の配筋

（１）一般事項

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

（３）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。

（３）土間コンクリート補強筋の配筋及びコンクリート厚さは特記による。

（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1  とする。

図9.1　スラブの配筋

（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

（１）片持スラブの基準配筋（CS形基準配筋）は、図9.4及び図9.5により、

　　　配筋種別及びスラブ厚さは、特記による。

（３）かぶり厚さ、定着長さ及び継手長さは、3.1、4.1による。

（４）打増し部分に、壁及びスラブ等が取り付く場合は、壁及びスラブ筋等の定着長さには

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は特記による。

8  　壁 9.1　スラブ

9.4　片持スラブ

（４）スラブの基準配筋（Ｓ形基準配筋）は図9.1により、配筋種別及び
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図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）
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打ち増し部分は含まない。

　　　スラブ厚さは、特記による。

図9.4　片持スラブの配筋（ダブル配筋の場合）

（注）①．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

（注）①．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.5　片持スラブの配筋（シングル配筋の場合）

（4）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.7による。

図9.7　先端に壁が付く場合の配筋

（a） 補強の配筋は特記により、配筋方法は、図9.6による。

（b） 出隅受け部分（図9.6の斜線部分）の補強筋は特記による。

（2）出隅部

　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。

（ 2 ）屋根スラブの補強

　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。

  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。

（ 6 ）土間スラブの打継ぎ補強

　　  土間コンクリートの補強筋は、特記による。

（ 7 ）土間コンクリートの補強

図9.10　打継ぎ補強配筋

（注）ａ≦300の場合

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋
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図9.6　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋
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】

　※ 耐震壁の場合は、表3.1のフックなし重ね継手長さと、3.1.(a)(3)に規定する

　　 重ね継手長さのうち、大きい値を全長で確保する。

　　 規定する重ね継手長さのうち、大きい値を全長で確保する。

　※ 耐震壁の場合は、表3.1のフックなし重ね継手長さと、3.1.(a)(3)に

(注) １．     ≧       とする

　　なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。
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片持スラブ形階段の基準配筋は、図10.1により、寸法及び配筋種別は、特記による。

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

（注）①．壁配筋は、8.1（ｃ）による。

②．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

③．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3

［鉄筋の定着の長さ］のＬ3　とする。

二辺固定スラブ形階段の基準配筋は、図10.1及び図10.2により、

図10.1　踊り場がある場合

図10.2　踊り場が無い場合

10  　階段配筋

寸法及び配筋種別は、特記による。
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（７）配管立ち上がりスペ－ス

（３）玄関等の軽微な階段

（６）吊荷用フック

（８）釜場配筋詳細図
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（5）軽微なコンクリート塀

（注）①．地耐力 50kN/㎡ 以上
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（b）鉄筋加工によるフック
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片持スラブ形階段の配筋

D13@150
n-D22

(L2定着)

D13@150

(L2定着)

令第129条の２の3の事項12

・建築物に設ける昇降機にあっては、構造耐力上安全なものとして以下の構造方法

による。

■ 令第129条の4（エレベーターの構造上主要な部分）

■ 令第129条の5（エレベーターの荷重）

■ 令第129条の6　第一号（かご内の人または物による衝撃に対しての安全）

■ 令第129条の8の第１項（駆動装置及び制御器の地震等の転倒、移動防止対策）

・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして以下の構造方法

による。

■ 建築設備の支持構造及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものと

すること。

　　■　屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持

構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の

の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

□ 煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は

無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下と

すること。

□ 煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上

とした鉄筋コンクリート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、

れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

・建築物に設ける給水、排水、その他の配管設備

■ 風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障の

ない構造とすること。

■ 建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部に配管スリーブ

を設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

■ 菅の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において

伸縮継ぎ手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

■ 管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等

有効な地震その他振動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

■ 法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、

煙突その他これらに類するもとにあっては、建設省告示第389号により、

風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとする

こと。

・給湯設備の転倒防止措置（国土交通省告示第1447号）

支持部材および満水時の水の質量を含む総質量が15kgを超える場合の給湯設備にあっては、

■ 当該給湯設備の転倒、移動等により想定される衝撃が作用した場合

においても著しい破壊が生じない丈夫な壁または囲いを設ける他、

移動、転倒等により人が危害を受けるおそれがないこと。

■ 給湯機器の場所、質量、アスペクト比の区分に応じ給湯設備の底部または

支持構造部の底部をアンカーボルトを釣り合い良く配置して、当該設備を

充分に支持するに足りる建築物又は敷地の部分等に緊結すること。

■ 給湯機器の場所、質量区分に応じ給湯設備の上部を建築物の部分等に緊結し、

かつ質量が15kgを超え60kg以下の給湯設備にあっては自立する構造とし、

60kgを超え600kg以下である給湯設備にあってはその底部または支持構造部

の底部をアンカーボルト等を釣合い良く配置して建築物の部分等に緊結すること。

■ 給湯機器の場所、質量区分に応じ給湯設備の側部をアンカーボルト等を

釣り合い良く配置して建築物の部分等に緊結すること。

以下のいずれかによって地震に対して安全上支障が無い構造とする

※ 押えコンの目地割は、

設備機器耐震計算を確認して

決定すること。
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一般壁

開　　口

柱柱

開　　口

設備開口

はり

隅角部は斜め方向に 2-D13 （Ｌ＝２Ｌ１）を上下筋の内側に配筋する。

（1）床版開口の最大径が 700mm 以下の場合は下記の図により開口によって

開口の径 700 以下の場合

床版開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げる

ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は補強を省略することができる。

但し、同じ開口が 2 箇所以上隣り合う場合は、全体を包括して

（2）

開口の径が 700 を越える場合（3）

床板厚さ D
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・仮設用開口部で、コンクリートを後打ちとする部分も、上記要領にて補強を行う。
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梁貫通孔の補強（鉄筋コンクリート造）
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共　通　事　項

たて筋はあばら筋とみなす。

原則として、梁貫孔は補強を行う。

（8）

（9）

（10）

（11）

孔の径は、梁せいの 1/3 以下とし、かつ、下表による。

孔が円形でない場合は、外接円孔に置き換えて適用する。

孔の上下方向の位置は、梁せいの中心付近とし、下記による。

（1）

（2）

孔が並列する場合は、その中心間隔は孔の径の平均値の３倍以上とする。

補強筋は原則として主筋の内側とする。

鉄筋の定着長さは下記による。

（3）

（4）

（5）

（6）

孔の中心位置は柱及び直交する梁（小梁）の面から 1.2D 以上離すことを
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（1）配筋の表示

斜め筋 4-2-D22 ４本の D22 が２面にはいることを示す。

縦　筋 4-2-D13 ４本の D13 がスタラップ状にはいることを示す。 

上下ＳＴＰ

３本はいることを示す。

3-2-D13 上下の部分に各々 D13 のスタラップが
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注）φが400以上の梁貫通孔の補強については図示による。

横筋

斜め筋下縦筋
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上縦筋

縦筋

縦筋

300≦φ＜400

　　φ＜100　　

200≦φ＜300

100≦φ＜200

床スラブ開口部の補強壁開口部の補強

梁貫通孔の補強

孔の位置は下図を原則とし、工事監理者と協議の上決定すること。

（２）既製形（使用するときには、設計者及び、監理者と打合わせのこと）

d

2

n1

・貫通孔補強は、スーパーハリーZ（株式会社栗本鐵工所）  BCJ評定－RC0224－06

MAXウェブレン（テイエム技研株式会社）BCJ評定－RC0097－07

ダイヤレンNS（コーリョー建販株式会社）BCJ評定－RC0124－08

（設備貫通補強数量）壁のスリーブ数量 （設備貫通補強数量）床スラブのスリーブ数量（参考） （設備貫通補強数量）
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但し、スリーブのピッチ、梁上下面からスリーブ上下面までの

所用かぶり寸法等の規定値を厳守する事を原則とする。

在来補強による場合は下表による。、表記ない場合は原則、貫通不可とする。
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開口部の配筋要領
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   -壁筋と

開口補強筋の径・本数は特記による。

sec.A
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sec.B

s
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c
.A

原則とする。　（基礎梁・壁付帯梁は除く）

切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

下記による補強を行なう。

ただし、孔径が梁せいの 1/10 以下かつ150 mm未満の場合は、

小開口については床スラブ開口部の補強（2）による。
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▽基礎梁上端

△基礎梁下端
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梁主筋が多段配筋となる場合は、補強筋と干渉しないことを確認すること。（7）
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梁せいの１/３以下
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許容スリーブ径範囲

基礎梁の許容スリーブ径
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・許容スリーブ径は認定条件による。

壁の開口補強も床スラブの補強要領に倣う

（12） 孔の径はスリーブ管の外径とする。

スリーブ開口寸法 壁符号 数量 スリーブ開口寸法 壁符号 数量 数量 スリーブ開口寸法 スラブ厚スリーブ開口寸法 スラブ厚 数量 スリーブ径 数　量種　別 梁幅

（１）在来型

補強を省略することができる。なお、近接して貫通孔が並列する場合は、

補強筋方法について監理者と協議の上決定すること。

（1）
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壁、床及び梁のスリーブ補強
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5 . 施 工
( 1 )作 業 地 盤 は 、 施 工 機 械 が 傾 斜 、 転 倒 し な い よ う に 養 生 す る 。

(2)基 本 的 な 施 工 手 順 を 以 下 に 示 す 。 施 工 障 害 に な る 事 項 が 出 現 し た 場 合 は 、 別 途 検 討 す る 。

(3)設 計 図 書 に 示 さ れ た 支 持 地 盤 に 着 底 す る 長 さ を 実 施 コ ラ ム 長 と い う 。

(4)本 工 事 に よ り 排 出 さ れ る 発 生 残 土 は 場 内 処 分 と す る 。

a.撹 拌 装 置 を コ ラ ム 芯 に 合 わ せ る 。

c.固 化 材 液 を 吐 出 し な が ら 掘 進 ・ 撹 拌 混 合 す る 。

6 . 施 工 機 械
( 1 )供 回 り 現 象 を 防 止 す る 機 構 を 有 し 、 固 化 材 と 原 位 置 土 を 確 実 に 撹 拌 混 合 で き る 撹 拌 装 置 を 用 い る こ と 。

(2)所 定 の 施 工 管 理 項 目 を 測 定 し 、 記 録 で き る 管 理 装 置 を 用 い る こ と 。

(4)ミ キ シ ン グ プ ラ ン ト は 、 所 定 の 吐 出 量 を 十 分 供 給 で き る も の と す る 。

b.固 化 材 液 を 吐 出 せ ず に 、 空 堀 部 分 を 所 定 の 深 度 ま で 掘 進 す る 。

d.注 入 掘 進 工 程 が 終 了 し た ら 、 固 化 材 液 の 吐 出 を 停 止 し 先 端 部 の 練 り 返 し を 行 う 。

e.先 端 練 り 返 し 工 程 が 終 了 し た ら 、 撹 拌 軸 を 逆 回 転 し 引 き 上 げ 撹 拌 混 合 す る 。

(2)施 工 計 画 書

2 .  一 般 事 項

｢建 築 工 事 標 準 仕 様 書 ・ 同 解 説  JA SS 4 杭 ・ 地 業 及 び 基 礎 工 事 ｣(日 本 建 築 学 会 )に よ る 。

本 工 事 は 、 本 特 記 仕 様 書 に よ る ほ か 、 ｢改 訂 版 、 建 築 物 の た め の 改 良 地 盤 の 設 計 及 び 品 質 管 理 指 針 ｣(日 本 建 築 セ ン タ ー )お よ び

設 計 条 件

A  試 掘

B 試 験 施 工

ﾎﾞｰ ﾘﾝ ｸﾞ調 査 箇 所 付 近 を 試 掘 ロ ッ ド で 掘 削 し 、 先 端 土 質 の 確 認 を 行 う 。

ボ ー リ ン グ 調 査 位 置 で 施 工 し 、 混 合 状 況 、 ト ル ク 値 、 掘 削 深 度 等 を 確 認 す る 。

設 計 で 想 定 し た 土 質 と 差 異 が あ る 場 合 は 、 監 督 員 と 協 議 す る 。

施 工 前 試 験

(  k g / m 3 ) (室 内 配 合 試 験 結 果 に よ り 変 更 す る 場 合 が あ る )１ ， 固 化 材 添 加 量

工 事 施 工 後 、 次 の 事 項 に つ い て 報 告 書 を ま と め 、 監 督 員 に 提 出 す る 。

１ ， コ ラ ム 伏 図 、 番 号

施 工 後 試 験

(品 質 検 査 )

２ ， コ ラ ム 施 工 日 、 改 良 径 、 掘 削 深 度 、 改 良 長 、 注 入 量

本 施 工 時 に 、 以 下 の デ ー タ ー を コ ラ ム 1本 毎 に 機 械 で 記 録 管 理 す る 。C 本 施 工

配 合 強 度 の 割 り 増 し 係 数 は 　 配 合 強 度 の 表 に よ る 。

割 り 増 し 係 数 α t の 設 定

合 格 確 率 を 確 保 す る 、 割 り 増 し 係 数 α は 配 合 管 理 で 目 標 と す る 変 動 係 数 Vc、 Vdと 抜 取 箇 所 数 に よ り 設 定 さ れ る 。

掘 削 最 大 深 度 (深 度 計 )、 ト ル ク 値 (ト ル ク 計 )、 注 入 量 (流 量 計 )

施 工 地 盤 状 況 に よ り 、 改 良 長 の 変 更 が あ る 。

8 . 施 工 管 理 方 法

報 　 告

施 　 工

原 地 盤 を 機 械 的 に 混 合 攪 拌 し 、 固 化 材 の 化 学 反 応 に よ り 所 要 の 強 度 を 持 つ 改 良 体 を 築 造 す る 工 法 で あ る 。

(先 端 土 質 　 □ 砂 質 土 　 □ 粘 性 土 )●

６ ， 想 定 改 良 土 　 　 □ 粘 性 土 　 □ 砂 質 土 　 □ 有 機 質 土 　 □ ロ ー ム 質 土

３ ， 固 化 材 液 の 配 合 、 固 化 材 使 用 量

４ ， コ ア の 強 度 結 果 、 合 格 判 定 結 果

(試 験 施 工 状 況 に よ り 、 変 更 す る 場 合 が あ る )２ ， 水 、 固 化 材 比 ( ％  )

(K N/ m2 )３ ， 設 計 基 準 強 度 (Fc )

４ ， 固 化 材 の 種 類 　 　 □ 一 般 固 化 材 　 　 　 　 □ 有 機 質 用

５ ， コ ラ ム 径 は 、 コ ラ ム 伏 図 、 基 礎 リ ス ト 図 を 参 照 す る こ と 。

３ ， 配 合 強 度 　 Xf  の 設 定 Xf =F c・ α t 

１ ， 現 場 の 土 を 採 取 し 、 室 内 配 合 試 験 を 行 う 。 固 化 材 添 加 量 は 3種 類 と し 、 7日 強 度 の 試 験 を 行 う 。

7日 強 度 よ り 28日 強 度 の 推 定 を 行 い 、 固 化 材 添 加 量 の 確 認 を 行 う 。

２ ， 六 価 ク ロ ム 抽 出 試 験 を 行 う 。

２ ， 固 化 材

３ ， 攪 拌 混 合 度

４ ， 支 持 地 盤

事 前 に コ ラ ム 芯 に マ ー ク を 設 け る 。

深 度 計 で 計 測 す る 。

コ ラ ム 芯

掘 削 深 度

攪 拌 翼 の 径 を ス ケ ー ル 計 測 す る 。攪 拌 羽 根

水 ・ 固 化 材 の 重 量

マ ッ ド バ ラ ン ス で 測 定 す る 。

材 料 計 量

ス ラ リ ー 比 重

速 度 計 で 測 定 す る 。

掘 削 翼 、 攪 拌 翼 の 枚 数 等 。

速 度 計 で 計 測 す る 。

ト ル ク 計 で 計 測 す る 。

掘 進 ・ 引 上 速 度

攪 拌 装 置

掘 進 速 度

ト ル ク 値 (支持層の判断基準は、指針により監督員と協議する)

１ ， 設 計 寸 法 ・ 形 状 の 確 保

抜 取 検 査 に よ る 品 質 検 査 の 合 格 判 定 値 Ｘ Ｌ を 下 式 で 設 定 す る 。

V d :  設 計 で 想 定 す る コ ア の 一 軸 圧 縮 強 さ の 変 動 係 数

ka : 検 査 手 法 Aの 合 格 判 定 係 数

Xn : 採 取 し た コ ア の 圧 縮 強 度 の 平 均 値

１ ， コ ラ ム 頭 部 及 び 深 度 方 向 の コ ア を 採 取 し て 、 圧 縮 試 験 を 行 い コ ア 本 体 の 強 度 の 確 認 を 行 う 。

XL= Fc +k a

頭 部 コ ア

深 度 コ ア

コ ア 採 取 箇 所 数 カ 所

カ 所 (ボ ー リ ン グ コ ア 試 験 )

(モ ー ル ド コ ア 試 験 )

検 査 手 法 Aの 合 格 判 定 係 数

X L  <  X n

1 - 1 . 3 V d

F c・ Vd

コ ア 採 取 箇 所 数  N

合 格 判 定 係 数 　 ka 1.9

1 3

1.6

4～ 6

1.5

7～ 8

1.4

9～

1.3

2

1.7

２ ， 改 良 柱 体 強 度

1 . 工 法 概 要

●

3 . 特 記 事 項
( 1 )コ ラ ム 径 、 掘 削 深 度 (設 計 コ ラ ム 長 +空 堀 長 )、 本 数 配 置 は 設 計 図 書 に よ る 。 た だ し 、 コ ラ ム 径 ・ 長 さ ・ 本 数 ・ 位 置 及 び

固 化 材 液 の 配 合 等 に つ い て 土 質 や 地 盤 状 況 に よ り 変 更 し た 方 が 適 切 だ と 判 断 さ れ る 場 合 は 、 監 督 員 の 承 認 の 下 に 変 更 す る こ

と が で き る 。

4 . 施 工 計 画

施 工 に 先 立 ち 下 記 事 項 を 記 載 し た 施 工 計 画 書 を 提 出 す る 。

(1)工 事 名 称 及 び 工 事 場 所

(2)コ ラ ム 仕 様 及 び 数 量

(3)工 事 期 間 及 び 工 程

(4)工 事 の 組 織 (コ ラ ム 施 工 業 者 名 及 び 責 任 者 )

( 5)施 工 手 順

(6)施 工 機 械

(7)固 化 材 配 合 条 件

(8 )施 工 管 理 (管 理 項 目 、 施 工 記 録 )

(9 )品 質 管 理

(1 0)安 全 衛 生 対 策

(1 1)地 盤 概 要 (土 質 柱 状 図 )

(1 2)コ ラ ム 伏 図

(1 3)技 術 審 査 証 明 書 (写 し )

( 1)本 施 工 業 者 は 、 本 工 法 の 施 工 技 術 に 精 通 し た も の と す る 。

25％(粘性土・ローム)

25％(砂質土・シラス)

1.5941.6511.7191.8151.9182.163Vc

変動係数　

9～7～84～63採取ヶ所数　N 21

1.5941.6511.7191.8151.9182.163

割増係数αｔは、合格率８０％とした下表による。

7 . 配 合 管 理

( 2 )配 合 強 度

(1)固 化 材 液 に 使 用 す る 材 料 は 、 セ メ ン ト 系 固 化 材 と す る 。

(3)施 工 機 本 体 は 、 杭 径 、 掘 削 地 盤 を 考 慮 し 重 量 40ｔ 以 上 、 オ ー ガ ー 回 転 ト ル ク 130 kN ･mク ラ ス 以 上 を を 用 い る こ と 。

７ ， 想 定 先 端 土 質 　 平 均  N  値 　 N =

8 0

1

1

4 00

2 0

●●

1 3 8 0

深 層 混 合 処 理 工 法 地 業 特 記 仕 様 書 

本 工 事 は 、 深 層 混 合 処 理 工 法 に よ る 、 地 盤 改 良 地 業 で あ り 、 ス ラ リ ー 状 の セ メ ン ト 系 固 化 材 を 地 中 に 注 入 し な が ら 、

(2)減 水 材 は 、 土 質 や 改 良 径 、 掘 削 長 等 を 考 慮 し 固 化 材 に 対 し て 0. 1%～ 1. 0%の 割 合 で 加 え る 場 合 が あ る 。

Nonscale(A1),Nonscale(A3)
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φ1,400
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工　法

記号

設計基準強度

改良径 掘削長

8.50 m

8.50 m

8.50 m

8.50 m

8.50 m

8.50 m

空堀長

深層混合処理工法

1380 kN/m2

1.65 m

1.65 m

2.05 m

2.05 m

2.45 m

2.45 m

改良長

6.85 m

6.85 m

6.45 m

6.45 m

6.05 m

6.05 m

本数

長期設計支持力度　350kN/m2

地盤改良仕様

14

4

6

50

20

8

 Br.No.4

　　　　　　印スラブ上端　：　1FL-2,100

　　　　　　印スラブ上端　：　1FL-3,050

人通孔
（600φ）

上部通気管VP
（100φ）

特記なき限り下記による。

（見下げ図）

２．スラブ上端　：　1FL-1,700

⇒

⇒

１．スラブ符号　：　FS30

⇒

特記なき限り下記による。

（見下げ図）

１．　　　　印　：　ボーリング調査位置を示す

３．改良体下端　：　設計GL-8,500

５．支持層　　　：　砂礫層

２．改良体上端　：　設計GL-1,650

４．　⇒　　印　：　試験施工位置を示す(計3箇所)

３．　　　　印　：　配管ピット範囲

４．基礎下端 　  ：　GL-1,600

５．　　　　印　：　埋め戻し範囲

６．　　　　印　：　人通孔（600φ）

７．　　　　印　：　上部通気管VP（100φ），下部連通管VP（150φ半割）

８．　　　　印　：　釜場（1,000×1,000×450）

下部連通管VP
（150φ半割）

S=1/100凡例概略図

S=1/100ピット及び基礎伏図

（1FL=GL+500）

リニアック棟

渡り廊下

病院本棟

配管トレンチピット

S=1/100

（1FL=GL+500）

【サイバーナイフ棟】改良体リスト

改良体伏図
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1/100(A1),1/200(A3)

１階伏図・２階伏図・Ｒ階伏図
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（見下げ図）

特記なき限り下記による。

１．壁符号　　　：　W20

３．スラブ上端　：　1FL-10

　印スラブ上端　：　1FL-100

５．　 　印　：　打増しコンクリート

６．　 　印　：　床点検口

　＜　＞　付梁上端　 　：　1FL-360

４．梁上端（小梁を含む）　：　1FL-200

　印スラブ上端　：　1FL-360

　印スラブ上端　：　1FL-500

特記なき限り下記による。

２．スラブ符号　：　S15

３．スラブ上端　：　RFL-10

４．梁上端　　　：　RFL-10

特記なき限り下記による。

３．スラブ上端　：　2FL-10

２．スラブ符号　：　S15

　印スラブ上端　：　2FL+340

　印スラブ上端　：　2FL+2,840

　印スラブ上端　：　2FL+2,740

４．梁上端　 　：　2FL-10

  ［  　］  付梁上端　 　：　2FL+340

　＜　＞　付梁上端　 　：　2FL+2,840

　【　】　付梁上端　 　：　2FL+2,740

（見下げ図）

２．スラブ符号　：　S15

１．壁符号　　　：　W18（パラペット）

１．壁符号　 　：　W18（パラペット）

S=1/100

（1FL=GL+500）

1階伏図

配管トレンチピット

S=1/100R階伏図

リニアック棟

渡り廊下

２階伏図 S=1/100
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構造

件　名

図　名

縮　尺

岩手県立中部病院サイバーナイフ棟整備工事

2025/12  （令和7年）1/40(A1),1/80(A3)

基礎梁断面リスト・基礎小梁断面リスト

S114

釜場

配管ピット

トレンチピット

FS30

FS30

CS1

FW30
FCS1

W20

FS30

位 置

符 号

断 面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹 筋

カットオフ長さ

FG3

外端・中央全断面全断面

FG1 FG2

連続端 外端・中央 連続端

FG4

全断面

FG5

全断面

FG5A

全断面

-

FG6

全断面 全断面 全断面

- - -

FG7 FG8 FG9

-D13-@200

-

6-D25

6-D25

10-D13

-D13-@200

-

6-D25

10-D13

-D13-@200

-

6-D25

10-D13

-D13-@200

10-D13

-D13-@200

-

6-D25

10-D13

-D13-@200

10-D13

-D13-@200

-

6-D25

6-D25

-D13-@200

-

6-D25

6-D25

10-D13

8-D25

8-D25 8-D25

10-D25

12-D13

10-D25

9-D25 9-D25

20-D25

20-D25

42-D25

22-D25

18-D25

18-D25

6

6 6

6 66
2

6

2
6

6
4

2
6

10
10

10
10

8
14

14
14
14

14
4

4
14

6 6
4

3
6

3
6

6

6

4
12

12
4

5  -D13-@1505  -D13-@1504  -D13-@1504  -D13-@150

3,300 4,000

同径、同ピッチ
スタ-ラップと

スタ-ラップと
同径、同ピッチ

D16-@300以下

D16-@300以下

※ Ｌ１:スラブ筋との重ね継手長さ

符 号

位 置

断 面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹 筋

-D13-@200

10-D13

全断面

FB1

6

6

6-D25

6-D25

※補強STP・孔際補強筋は、当該梁の一般STPと同径とする

斜め筋 横筋 ※ 孔際補強筋 ※基礎梁

2-D25 3-D19 4-@100 2 xFG梁（一般）

補強STP

D16

D16

D16

打増しコンクリート

D13-@200

D13-@200

D13-@200

D13-@200

D13-@200

D13-@200

D13-@200

D13-@200

D16-@150
D16-@150

D13-@200
D13-@200

D16-@150
D16-@150

D13-@200
D13-@200

D16-@150
D16-@150

D16-@150
D16-@150

14-D13 14-D13 14-D13 14-D13

16-D25

16-D25

EXP.J

600

1FL

1FL

GL

1FL

150φ半割

特記なき限り下記による

１．鉄筋種別　：　D10・D13（SD295A），D25（SD345）

２．幅止め筋　：　D10-@1，000以内

特記なき限り下記による

２．幅止め筋　：　D10-@1，000以内

１．鉄筋種別　：　D10・D13（SD295A），D25（SD345）

SCALE基礎梁断面リスト
A1：1/40

A3：1/80

SCALE
A1：1/40

A3：1/80
基礎小梁断面リスト

基礎梁 スラブ受け要領基礎梁主筋位置

FGX梁主筋

FGX梁主筋

FGY梁主筋

FGY梁主筋

基礎梁人通孔補強要領

連通管補強要領釜場配筋詳細図

トレンチピット接続部配筋詳細図
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孔際補強筋
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※ ※

1
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0

0

・位置は基礎伏図による

材質はＶＵ
とする

（補強STP範囲） （補強STP範囲）
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図　名

縮　尺

岩手県立中部病院サイバーナイフ棟整備工事

2025/12  （令和7年）1/40(A1),1/80(A3)

柱断面リスト

S115

階 符 号

断 面

主 筋

フープ

断 面

2FL

主 筋

フープ

1FL

一般部フ－プ

リスト参照

仕口部フ－プ

C1

C2,C3,C4 -D13-@100

-D13-@150

C2 C3 C4

-D13-@100 -D13-@100 -D13-@100

1
5

10

1
9

18

46-D25 70-D2540-D25

10

1
2

C1

6

-D13-@100

6

20-D22

-D13-@100

6

20-D22

6

-D13-@100

6

20-D22

6

C1A

4
階

柱
範

囲

仕
口

部
フ

ー
プ

範
囲

一
般

フ
ー

プ
範

囲

カゴ鉄筋

RFL

打継ぎ面
コンクリート

一般フープと同本数の中子筋を配筋

2FL

柱頭カゴ鉄筋

○:かご鉄筋
●:柱主筋

柱頭カゴ鉄筋(主筋と同径)

出隅部のみフック付き

出隅部のみフック付き

特記なき限り下記による

１．鉄筋種別　：　D13（SD295A），D22・D25（SD345）

※基礎梁も含む

各柱の最上部で，D＜L2(柱筋)+40 の場合適用。

仕口部フープ：Ｈ型

一般フープ　：Ｈ型

SCALE柱断面リスト
A1：1/40

A3：1/80

柱範囲及び仕口部フープ 柱頭　柱主筋定着長さ不足に対する処置方法

a 視図 b 視図

(主筋と同径)

a

b

土に接する柱周囲の打増し

D

L
1

+
5

d

1
0

d

L
1

h
+
5

d

3
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5
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3
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5
0
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2,025

2
,7

0
0

8
0

0

800

8
0

0

800

8
0

0

800

梁

柱

梁

梁 梁

打増し厚さ10mm

打増し厚さ10mm

FL

GL



日　付

構造

件　名

図　名

縮　尺

岩手県立中部病院サイバーナイフ棟整備工事

2025/12  （令和7年）1/40(A1),1/80(A3)

大梁断面リスト・小梁断面リスト・壁リスト

S116

V

D

D

D
HD

eが200以下の場合H・V・D筋不要

D H

D

V V

D

D

開口

H

D筋は壁厚中央に縦に配置する

D13

D
1

3
-
@

2
0

0
ダ

ブ
ル

D10-@200

断 面

上端筋

下端筋

腹 筋

断 面

スターラップ

カットオフ長さ

2階

Ｒ階

5-D25

-

-D13-@200

-

4-D25

4-D25

-D13-@200

4-D10

-

4

4-D25

4-D25

3

3

4

4

4

4

5

6

4

全断面

G2

全断面

G1

-D13-@200

4-D10

5-D25

-

5

6

中　央

G3

5-D25

-

5

7-D25 5-D25 7-D25

5 5
2

5
2

6

6

全断面

4

4

全断面

4-D10

-

G5 G6

6-D25

6-D25

-D13-@150

6

6

外端・中央

6

6
3

連続端

6
3

G4

位 置

符 号

上端筋

下端筋

腹 筋

スターラップ

カットオフ長さ -

6-D25

6-D25

4-D25

4-D25

-D13-@200

- -

6-D25

6-D25

-D13-@200

6-D25

-

-D13-@200

2-D10

-

4-D10

-

6-D25

6-D25

-D13-@200

4-D25

4-D25

-D13-@200

-

4-D10

-

6-D25

9-D259-D253-D25

3-D25

階

Y1　端 Y2　端

6 6 6

上端筋

下端筋

スターラップ

腹 筋

-D10-@200

-

3-D19

3-D19

3-D22

3-D22

5-D22

3-D22

5-D22

3-D22

3-D22

3-D22

-D10-@200-D10-@200

2-D102-D10 2-D10

-D10-@150

4-D22

4-D22

4-D22

6-D22

4-D10

6-D22 6-D22

8-D22 12-D22

-D13-@200

符 号

位 置

断 面

B0

全断面

3

3

3

3

2

3

3
2

3

3

3

端　部 中　央

B1 B2

端　部 中　央

2

4 4

44

B3

端　部 中　央

B4

6 6

6 6
62

3

外端・中央 連続端

2-D10

2-D10 2-D10

9
2

9
9

11

11

12

12

- - -

16-D13 16-D13 16-D13

11-D25

18-D25

11-D25

11-D25

12-D25

12-D25

4  -D13-@150 5  -D13-@150 5  -D13-@150

全断面 全断面

G8

上端筋

下端筋

腹 筋

スターラップ

カットオフ長さ

位 置

符 号

2階

階

断 面

G9（G9A）G7（G7A）

全断面

※（　　）内寸法はG7Aを示す ※（　　）内寸法はG9Aを示す

RFL

２．幅止め筋　：　D10-@1,000以内

符　号

断　面

縦　筋

横　筋

斜め筋

縦　筋

横　筋

端部筋

開口
補強筋

特記なき限り下記による

特記なき限り下記による

註記

1．

2．

高さは意匠図による

壁厚・配筋は各階共通とする

特記なき限り下記による

２．幅止め筋　：　D10-@1，000以内

２．幅止め筋　：　D10-@1，000以内

１．鉄筋種別　：　D10・D13（SD295A），D25（SD345）

１．鉄筋種別　：　D10・D13（SD295A），D19・D22（SD345）

１．鉄筋種別　：　D10～D16（SD295A），D19～D25（SD345）

W73

2-D22

4-D25

4-D25

4-D25

D19-@150　ダブル

D19-@150　ダブル

一般壁

W105

2-D22

5-D25

5-D25

5-D25

D19-@150　ダブル

D19-@150　ダブル

2-D22

5-D25

5-D25

5-D25

D19-@150　ダブル

D19-@150　ダブル

W118

D13-@200　ダブル

D13-@200　ダブル

2-D16

2-D16

2-D13

-

EW20

D16-@150　ダブル

D16-@150　ダブル

-

-

-

-

EW80

-

-

-

-

EW180

D22-@150　ダブル

D22-@150　ダブル

-

-

-

-

EW210

D25-@175　ダブル

D25-@175　ダブル

耐震壁

註記

1．

2．

開口部が150×150または150φ以下の場合、補強不要

開口部が柱・梁に近い場合の補強筋は上図の通りとする

-

-

-

-

FW30

D16-@150　ダブル

D16-@150　ダブル

D13-@200　ダブル

2-D16

2-D16

2-D16

2-D13

D13-@200　ダブル

W20

D13-@200　ダブル

2-D16

2-D16

2-D16

2-D13

KW20

D13-@100　ダブル

土圧壁階段壁

SCALE壁リスト
A3：1/80

A1：1/40

A1:1/40

A3:1/80
SCALE大梁断面リスト

A1:1/40

A3:1/80
SCALE小梁断面リスト

S＝1/40パラペット配筋詳細図

開口補強
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構造

件　名

図　名

縮　尺

岩手県立中部病院サイバーナイフ棟整備工事

2025/12  （令和7年）1/40(A1),1/80(A3)

スラブリスト

S117

G2
G1

W15A

EW20

KW20

KW20

a

4辺固定タイプ

短辺方向

上
端

筋
下

端
筋

マンホール

2-D16

※かぶり厚さ確保のこと

※

3-D16

D13

3-D16

D13

3-D16

D10-@200

3-D16

D13
D13

D13

H ≦ 70　　

L2

L2

4
0

d

40d

L1

L1

L1

L1

H

t

D13

6H

6
0
0
φ

350

H t

L2

L2

GL

1FL

廊下

5
0

0

X6

900

D10-@200

5
0

0

1
2

5
〃

〃
5

0
0

1
2

5

D13

D13

D13
D10-@200

1
5

0

300 300

D10-@200

D13

D10-@200D13

D10-@200

受筋1-D13上端筋

下端筋 長
辺

方
向

上
端

筋

下
端

筋

片持ちタイプ 梁際段差スラブの配筋要領 H＜300とする

(a) 200≦A

D13以上
先端元端

短辺方向

（主　筋）

上端筋 2-D13

D16（L＞1,000）
D13（L≦1,000）

受筋
下端筋

(b) 100≦A＜200

定
着

長
 L

2 1-D13 D10-@200

1-D10

スラブ上端筋より
1サイズ上の配筋

2-D13

D13以上

スラブ下端筋と同径

1-D10

定
着

長
 L

2

1-D13

隣接スラブが無い場合

D16（L＞1,000）
D13（L≦1,000）

受筋

短辺方向

（主　筋）

元端 先端

上端筋 2-D13

(c) A<100

下端筋

定
着

長
 L

2

-D10-@200

1-D16

増打ち

D10-@200

1-D10

1,000

t

t1

L3

Lo

2Lo/3

t24
d

A

T

H

A

定着長L2

2
T
以

上

T

H

45ﾟ

A

200

H

T

4
d

t2

t1

La

L2

t
lx

L
3

L3

2Lo/3

Lo

梁幅

隣接スラブが有る場合

5－D10（ L =1,500）

5－D10（ L =1,500）

 /2a1

a
2

 /
2

a
1

１a

１Ｌ

３Ｌ

 /2a1
（3）

a
2

Ｌ
a
1

３
Ｌ

１

L1
L1

2
L1

 /
2

600□

かつ、スラブの上,下端配筋以上

70 ＜ H ≦ 300

スラブ開口補強要領

屋根スラブの補強 片持ちスラブ入隅部の補強 片持ちスラブ出隅部の補強

スラブ段差要領

床下点検口

2-D16

屋根スラブの出隅及び入隅部分には、
補強筋を上端筋の下側に配置する。

出隅及び入隅部の補強配筋

（架構）（片持ちスラブ）

3-D13@100上端配筋

出
隅

部
分

の
補

強
筋

補強筋の定着

出隅部分補強配筋

(注)      ≧       とする

出隅部分の補強筋
D13-@200

一般スラブ配力筋

出隅受け部配筋

       又は梁にＬ1定着する。

(注) １．     ≧       とする

出隅受け部
D13-@100

出隅部

    2．出隅受け部配筋は柱

a1 a2a1 a2
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２．CS表示は片持スラブを示す

特記なき限り下記による

１．鉄筋種別　：　D10～D16（SD295A）

スラブ厚

中　央端　部

長　辺　方　向
位　置

端　部（基端） 中　央（先端）

短　辺　方　向

（t1～t2）
符　号

150
上端筋

下端筋 D10-@200

D10-@200

D10-@200

D10・D13-@200
S15

備　考

スラブリスト SCALE
A1：1/40

A3：1/80
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上端筋

下端筋 D10-@200

D13-@200

D10・D13-@200

D10・D13-@200
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３．バ－サポ－トは鋼製バ－サポ－ト（独立型）とし、スラブ下端面が直仕上の場合は防錆型を使用する

４．バ－サポ－トの配置はスラブ端部は梁側から100前後、その他は@900以内とする

５．土に接する部分の地業は、捨てコンクリート t=50，砕石 t=60
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工事種別は略号で表記し図中に凡例を記入する。（線の色で種別分けをしても構わない。）

13 配管、スリーブ打込要領

(3)

(2)

(1)

スリーブ等は必ず鉄筋より離し、必要かぶり厚さを確保する。

屋根スラブ、外壁への埋込み配管は行ってはならない。やむを得ず

を行う（例ワイヤーメッシュなど）。

一般床、壁への埋込みボックス類は十分深いものを使用し、埋込み

配管を床、壁の中央に行う。

埋め込む場合は監理者と協議し、クラックの入らぬよう適切な処理

3 梁の埋設配管

・梁に軸方向の配管は、行わない。

梁にボックス類を埋設してはならない。

梁に埋設する配管について

・

・ 配管が集中する分電盤まわり等は、梁の鉛直方向貫通を

やむを得ず行う場合は、梁の側面を打増して配管する等の

・ 梁を横断する配管は、梁の主筋の内側を通す。ただし、梁を

下げてその上部を通す場合は、その限りではない。

・梁を横断する配管は、梁の材軸とできるだけ直角に

梁の端部では、配管は柱の面から500mm以上離す。・

配管の間隔は、あばら筋の間に1本以下とし、

かつ、その相互の間隔は、200mm以上とする。

・ 梁と平行する配管は、梁の側面から500mm以上離す。

1

1 スリーブ施工図作成要領

（縮尺1/50）とする。

施工図には工事名称・図面名称・図面番号・施工者名・各工種の審査者名及び

ベース図は、躯体図作成途中で発生した修正事項及び変更事項等を盛込んだ建築躯体図

表示する内容は、スリーブ径、平面上の位置と高さおよび工事種別とする。

(2)

作図年月日等を記入する。

(3)

(1)

部分図の場合は全体キープランを図中に記入し、その範囲を示す。

 （例：建築 K、衛生 P、空調 A、電気 E、搬送 T）

(4)

   ・梁貫通孔が集中する箇所（ピット内地中梁人通孔周り等）

  ・すべての耐力壁    ・機械室周囲の壁等で開口が集中する箇所 

次の箇所は展開図を作成する。

外壁やホール、吹き抜け等の意匠上見えがかりとなる箇所は、意匠検討を行うため建築

立面図や展開図に記入する。

(2)

2 埋設配管共通事項

横断して配管する。

行ってはならない。

対処を行う。

   ・その他監理者が指示する部位

(4) 構造スリットへの貫通は行ってはならない。

4 柱の埋設配管

1本の柱の配管本数は4本以下とする。

ただし、柱の打増し部に埋設する場合は、表記の径の規定を適用しない。

柱内に埋設する配管の径は、CD管22（外径28mm）以下とする。

柱内に埋設する配管に関する規定

・

柱内に埋設する配管

・

1）

2

配管はフープの内側を通すものとし、配管用補助鉄筋（設備工事）を配置し固定する。

柱に埋設する配管は、主筋に沿わせて配管してはならない。

・

柱に埋設する配管の施工要領2）

・

開口部の周囲に設置するスイッチ等のボックスについては、開口補強筋との

埋込み型の分電盤、端子盤等を設置するときは、壁を打増すか、二重壁にする等の

EPS内は、露出配管またはケーブル配線とし、躯体に埋設しない。

構造スリットを貫通する配管は行わない。

外壁および耐力壁には原則として配管を埋込まない。

・

対応を行う。やむを得ない場合は、監理者と協議し、鉄筋量を増す等の処置を行う。

・

・

・

・

5 壁の埋設配管

壁に埋設する配管について1

・

一般壁（厚さ150mm以上ダブル配筋）の配管は、CD管22（外径28mm）以下とし、

配管相互の間隔を200mm以上とする。

・

一般壁（厚さ150mmシングル配筋）の配管は、CD管16（外径21mm）以下とし、

下図に示す補強筋を配筋する。

納まりを監理者と協議する。

・地下外壁には、原則として配管を埋め込まない。

200以上 200以上

1m以内に3本まで

割裂防止補強筋 D10-@200

壁埋設配管 CD16以下

スイッチボックス等

シングル配筋の壁内配管と補強例

外壁等で見えがかりとなるベントキャップ類は、意匠監理者と位置について協議を行う。

見えがかりとなる面の設備貫通孔など2

・

フロアダクトを埋設する場合は、施工要領、配置について監理者と協議する。・

梁と平行する配管は、梁の側面から500mm以上離す。

梁スリーブ補強の範囲は、床埋設配管を行ってはならない。

特に3重の交差にならないよう注意する。また、カップリングも鉄筋位置を避ける。

埋設配管をやむを得ず交差させる場合は、鉄筋と重ならない位置で交差させる。

埋設配管の径は、CD管22（外径28mm）以下とする。

平行する配管は、1m幅に5本以下とする。また、配管相互の間隔は、150mm以上離す。

100mm以上下げ、増打ちしたスラブの配管の上部には、メッシュ筋を敷設する。

EPSなどで配管が集中して立ち上がる場所は、その1スパンの範囲内の梁およびスラブを

配管が集中するプルボックスまわり等は、監理者と協議しスラブ厚さを増す、鉄筋量

屋根スラブや防水仕様のスラブには、埋設配管を行ってはならない。

床の埋設配管

・

・

・

6 床の埋設配管

1

を増す等の処置を行う。

・

・

・

・

・

梁スリーブ上の横断は行わない。・

やむを得ず柱位置にボックスを設ける場合は、乾式工法（軽鉄下地）または

柱面に埋設するボックス類について

柱面に埋設するボックスは設けないものとする。

コンクリートの打ち増し等を検討する。

1）

1

アース端子板等、鉄筋への溶接は十分な管理の下、溶接の有資格者が行うこと。

柱筋への溶接

1）

2

400以上400以上

1mを超えて配管できない範囲（床版）

横断不可範囲（梁）

柱の軸方向配管可能範囲

500以上 1000以上@@@

@=200以上

150 150

柱の軸方向配管可能範囲

1m幅に４本以内

配管は１ｍ幅に４本までとし、５本の場合はひび割れ防止として

ワイヤーメッシュ等で補強を行う。

・

（○）　

（×）　500以内の梁の横断

（×）　

（×）　

（×）　

（×）　柱の貫通

横断不可範囲（梁）

梁内材軸方向配管

床版から梁内を通って配管することは避ける

１ｍ以内なら可

（○）　

梁鉛直方向の貫通

柱の軸方向配管　不可能範囲

（×）　

（×）　

500 500

5
0

0

500

柱梁仕口部周り配管要領図

主筋の上側は、不可 主筋の内側を通す 打増し部分を通す

（×） （○） （○）

5
0

0
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表3.3　鉄筋の定着の長さ

フックなし

小梁 スラブ

10d

３Ｌ

フックあり

－

（注）①．Ｌ　，Ｌ　 ：２．以外のフックなし直線定着の長さ及びフックあり直線定着の長さ。

②．Ｌ　，Ｌ　 ：割裂破壊のおそれのない箇所へのフックなし直線定着の長さ及び

⑤．フックあり直線定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分ℓを含まない。

③．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋のフックなし直線定着の長さ。

鉄筋の

種　類

コンクリートの

設計基準強度

２
Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ   ）

40d

35d

30d

30d

35d

18

20d

１

２

３

図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

Ｌ １ｈ

ただし、壁の場合及びスラブ筋でD16以下の場合は除く。

表3.2　隣り合う継手の位置

（d）隣り合う継手の位置は、表3.2による。

（ a ）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。

（２）鉄筋の定着

図3.3　定着の方法

（ｃ）梁主筋の柱内定着の方法又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、

図3.3に示すように、全長をL2とし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの

末端部

図3.5　スパイラル筋の継手及び定着

中間部

（重ね継手）

（ e ）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。

（ f ）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による

以上の

添巻き

1.5巻

d

≧6d

重ね継手 定着（スラブの場合）

50d

図3.4　溶接金網の継手及び定着

d

≧6d
≧6d

5
0

d

≧6d

d

１節半以上、かつ、150mm以上

Ｌ

定着（壁の場合）

２

 鉄筋

（柱頭又は柱脚部）

なお、Ｌ　及びＬ　は表3.3の（注）による。２ ３

（1）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。

1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

ただし、柱及び梁の主筋にＤ29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の

（注）①．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は、

煙突等高熱を受ける部分

構造部分の種別

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

擁壁，耐圧スラブ

②．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上

③．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、

有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

屋内

ない部分

土に接し

る部分

土に接す

耐力壁以外の壁

スラブ，

柱，梁，耐力壁

最小かぶり厚さ

30

30

20

30

＊

④．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

⑤．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

（c）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍

（a）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（b）25ｍｍ

図4.1　鉄筋相互のあき

（3）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（4）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

ただし、特殊な鉄筋継手の場合のあきは、特記による。

（5）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。

（6）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。

仕上げなし

仕上げあり

40

30

屋外

40

40

60

＊

60

⑥．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

（c）建築基準法施行令第８１条第１項（時刻歴応答解析計算）、第２項第一号（保有

（ｂ）建築基準法施行令第８１条第１項（時刻歴応答解析計算）、第２項第一号

梁主筋の柱内定着長さは、フックのありなしにかかわらず40ｄ以上とする。

SD345

SD390

21

24，27

30，33，36

21

24，27

21

45d

40d

35d

35d

40d

30d

30d

20d

35d

25d

4   最小かぶり厚さ

Ｌ １ｈＬ ２ｈＬ２

３ｈＬ

かつ

150mm

以上

小梁 スラブ

10d

式

継

手

フックなし

械

フックあり

重

ａ

ａ＝0.5Ｌ

Ｌ１ｈ

１ｈ ａ≧0.5Ｌ

接

継

手

圧

機

 圧接継手

ね

継

手

－

－

耐力壁の鉄筋の重ね継手を設ける場合にあっては、フックのありなしにかかわらず

40ｄ以上とする。（軽量骨材を使用する場合は50ｄ以上）

35d

30d

25d

20d25d

30d35d

25d30d

25d30d

20d25d

30d35d

30d35d

25d30d

18 40d50d

35d45d

35d40d

40d50d

40d45d

１ｈ

２ｈ

④．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり直線定着の長さ。３ｈ

Ｌ  、Ｌ   又はＬ１ ２ ３

フックなし

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長

【 ※ 】

Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）ａ

余長

Ｌ     、Ｌ     又はＬ１ｈ ２ｈ

フックあり

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

Ｌ２

Ｌｂ

余長

▽

定着起点

▽

定着起点

図3.2　直線定着の長さ

Ｌ２

Ｌ３ Ｌ２

 鉄筋

１節半以上、かつ、150mm以上

※ 表3.3のL2と（２）に規定する定着長さのうち、

コンクリートの

設計基準強度

２
Fc（Ｎ/ｍｍ）

ａＬ 

18

21

24，27

30，33，36

20d

15d

15d

15d

18

21

15d

15d

15d

15d

21

24，27

鉄筋の

種  類

15d

15d

24，27

20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d30 ，33，36

20d

20d

15d

20d

20d

SD295

SD295

ｂＬ 

SD345

SD390

表3.4　鉄筋の投影定着の長さ

（注）①．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。

②．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。ｂ

ａ

（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

③．軽量コンクリートの場合は、表の値に5ｄを加えたものとする。

Ｌ１ｈ ａ Ｌ１ｈ

１ｈ

ａ

ａ＝0.5Ｌ

Ｌ１

１ ａ≧0.5Ｌ

Ｌ１ ａ

１

Ｌ１ｈ

Ｌ１

Ｌ１

ａ

カップラー

ａ

ｂ

図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

（２）基礎梁にスラブなどの上載荷重が加わらない場合の主筋の継手、定着及び余長は、

（３）基礎梁にスラブなどの上載荷重が加わる場合の主筋の継手、定着及び余長は、

図5.3による。 ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。

（a）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、

鉄筋の本数が異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。

２Ｌ

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

（b）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。

（１）一般事項

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

２．　　　　　    印は、継手及び余長位置を示す。

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２． 印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

5.1　基礎梁

Ｄは、鉄筋の最大外径

間隔

Ｄ あき Ｄ

柱

梁 梁

 ガス圧接を例で示す

：継手の好ましい位置

ａ≧400mm

ａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mm

２
Ｌ

継手長さ

継手長さ

15d（余長）

≧100

 /2 0

 0

継手長さ 15d（余長）15d（余長）

継手長さ

20d（余長）

ａＬ

【※】

ａＬ

【※】

ａＬ

ａＬ

【※】

【※】

ａＬ

【※】

ａＬ

【※】
20d（余長）

ａＬ

ａＬ

【※】

【※】

継手長さ

20d（余長）

ａＬ

【※】

ａＬ 15d（余長）

ａＬ

【※】

２
Ｌ

（４）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。

（a ）あばら筋の径および間隔は、特記による。

（b ）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。

ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、

（１）一般事項

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

（２）腹筋及び幅止め筋は、7.2 による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は特記による。

（３）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。

図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

5.2　基礎梁のあばら筋等

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

一般の場合

≧
8

d

d

重ね継手とする場合

コンクリート打継ぎ面

構造関係共通図（配筋標準図その１)

構造関係共通図(配筋標準図)　

鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表1.1を標準とする。

表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

  梁

 床版

壁

壁

 壁

 壁 梁

壁

図2.1

（２）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図2.1の ● ）にある場合

（１）柱の四隅にある主筋（図2.1の ● ）で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合

（５）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

（３）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（４）杭基礎のベース筋

1  鉄筋の加工

2   異形鉄筋の末端部

折曲げ

角  度

折曲げ内法直径(D)

Ｄ16以下 Ｄ19～D38

SD295

ＳＤ295Ｂ,ＳD345

  90°

  90°

  135°

  135°

  180°

４ｄ以上

４ｄ以上

Ｄ

ｄ

３ｄ以上

及び

ＳＤ390

５ｄ以上

（幅止め筋）

１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを

　　用いる場合は、余長は４ｄ以上とする。

折曲げ図

（注）１．Ｌ 　,Ｌ   ：フックなしの重ね継手の長さ及びフックありの重ね継手の長さ。

２．フックありの場合のＬ　  は、図3.1に示すようにフック部分を含まない。１ｈ

１ １ｈ

（１）鉄筋の重ね継手

（a）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（b）鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。

3   継手及び定着

表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ

コンクリートの

設計基準強度
２

Fc（Ｎ/ｍｍ ）

１Ｌ　（フックなし）

18

21

45d

40d

35d

30d

18

21

35d

25d

25d

30d

鉄筋の

種  類
Ｌ　   （フックあり）１ｈ

25d

35d

50d

45d

40d

35d

45d

40d

35d

30d

30d

35d

SD295

SD345

SD390

６ｄ以上

Ｄ

8ｄ以上

Ｄ

Ｄ
４ｄ以上

4ｄ以上

Ｄ

 床版

２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。

の場合

の場合

水平耐力計算、限界耐力計算、エネルギー法）以外の計算による場合、主筋及び

また、中間部での折曲げは行わない。

（保有水平耐力計算、限界耐力計算、エネルギー法）以外の計算による場合、

小梁及びスラブの上端筋の

投影定着長さを表3.4に示す長さ（かつ、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの

（2）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10ｍｍを加えた

24，27

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

3/4倍以上）のみ込ませる。

ｄ

柱

ｄ
ｄ

ｄ

 ガス圧接を例で示す

 ガス圧接を例で示す

（余長）

フックあり直線定着の長さ。

大きい値を全長で確保する。

　　 

※ L2と、3.1(b)(2)に規定する 定着長さのうち、大きい値を全長で確保する。

※ 表3.3のフックなし直線定着長さと、3.1(b)(2)に規定する

定着長さのうち、大きい値を全長で確保する。

二段筋

二段筋

１
Ｌ

ｈ

Ｌ１

d

継手長さ

（基礎梁を除く）

（軽量骨材を使用する場合は50ｄ以上）

３h

b

L
2

a

b

打増し部主筋

L
2

a

打増しあばら筋

打増しあばら筋

L2

打増し部主筋

梁幅

２-D19

300＜a ≦60070＜ a ≦300

ｂ＜400 400≦ｂ≦600 b＜400 400≦ｂ≦600

打増し部主筋

打増し部腹筋

a

5.3　基礎梁の打増し要領

（ｄ）機械式定着による場合は、指定性能評価機関で技術評価を受けた設計・施工指針に

　従う。

21 50d 35d

（１）タテ打増し

（２）ヨコ打増し

3-D19 3-D22 4-D22

打増し部主筋 上下各々　1 - D19

300＜ a ≦60070＜ a ≦300

基

礎

の

梁

打増し部主筋

打増し部主筋

打増しあばら筋

あばら筋と同径（SD295）・同ピッチとする打増し部あばら筋

打増し部腹筋

上下各々　2 - D22

打増し部腹筋

あばら筋と同径（SD295）・同ピッチとする打増し部あばら筋

打増し部腹筋

梁腹筋に準ずる

打

増

し

基

礎

の

梁

打増し部腹筋

打

増

し

・打増し部a が　　　       を越える場合は図示による。

・打増し部a が　　　　  未満の場合は、補強を行なわない。

600mm

70mm

－ 2-D10

L2

L
2

a

（３）タテヨコ打増し

打増し部主筋

打増し部腹筋

打増しあばら筋

・打増し部主筋・あばら筋・腹筋は特記による。

※ L2と、3.1(b)(2)に規定する 定着長さのうち、大きい値を全長で確保する。

：継手の好ましい位置

：継手の好ましい位置

（余長）15d

（余長）20d

Ｄ19～D38

30，33，36

30，33，36

30，33，36

⑥．計画共用期間の級が標準・長期ではないときは特記による。

ℓ

ℓ

ℓ

ℓ  /4 0ℓ /4 0ℓ

 /2 0ℓ  /4 0ℓ /4 0ℓ

 /2 0  0ℓ  /4 0ℓ /4 0ℓ

 /2 0ℓ  /4 0ℓ /4 0ℓ

 /2 0ℓ  /4 0ℓ /4 0ℓ

 /2 0ℓ  /4 0ℓ /4 0ℓ

 0ℓ

 0ℓ

 0ℓ

 0ℓ

 0ℓ

特記による。

捨コンクリートの厚さを含まない。

数値を標準とする。

図5.2による。

図5.5によることができる。

ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

なお、片持小梁及び片持ちスラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。

官房長営繕部監修 公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版による。

（2）鉄筋の表示記号

（3）注意事項

構造図面に記載された事項は、本配筋標準図に優先して適用する。

構造図面及び構造関係特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣

鉄筋は構造図面に指定された寸法及び形状に合わせ、常温で正しく加工して

有害な曲がり又は損傷等のある鉄筋は使用しない。

鉄筋組み立て時に用いたビニ－ルテ－プ等及び搬入時のタグ等は除去すること。

（1）適用範囲

共通事項

カラ－スプレ－等は最小限の使用にとどめること。

本配筋標準図は鉄筋工事に適用する。

「特記」とは、構造図面に表記する事項をいう。

・

・

・

・

・

・

・

・

番線の端部は型枠に接しない様に内側に折曲げること。・

型枠固定用金具等を鉄筋に溶接しないこと。・

Ｄ１６

記    号

異形鉄筋 Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ２９Ｄ２２Ｄ１９ Ｄ２５ Ｄ３２

表1.1　鉄筋の表示記号

組み立てる。

2025/12（令和7年）

岩手県立中部病院サイバーナイフ棟整備工事件　名

図　名

縮　尺 日　付

構造

A1

A3
S201

-

-

構造関係共通図（配筋標準図その１）



上下の柱断面寸法が異なる場合，

又は同径のものを２本重ねたものとする。

帯筋は，一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋

梁面より割り付ける。

帯筋

0
P

 
 
＠

１
P

 
 
＠

２
P

 
' 
＠

２
P

 
 
＠

1
P

 
' 
＠

（４）帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は特記による。

（３）フック及び継手の位置は交互とする。

図6.4　帯筋の割付け

一般の場合

図6.3　帯筋組立の形

（２）帯筋組立の形は図6.3により、適用は特記による。

（a）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

（c）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。

（b）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は5ｄ以上、

（注）①．柱の帯筋および柱の仕口部の帯筋は図示による。

　　　②．柱に取り付く梁に段差がある場合、柱の仕口部の範囲は、

（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。

（２）柱の打ち増し

（b）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。

FL

GL

打増し厚さ10mm

図6.2　柱打増し部

6.2　帯筋

図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長

（b）継手、定着及び余長は、図6.1による。

　　　3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下とする。

（１）一般事項

　　　ただし、柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、6.2（g）による。

　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。

　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。

打増し厚さ10mm

継手

≦
3

h
o
/
4

h
o
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0
以

上
，

か
つ

，
1

,5
0

0
以

下

定着

h
o
/
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+
1

5
d

1
5

d

かぶり厚さ

が多い場合

上階の鉄筋

下階の鉄筋

が多い場合

≧150 ≧150

5
0

0
以

上
，

か
つ

，
1

,5
0

0
以

下

≦
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o

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

1
5

d

h
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/
2
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図7.9　腹筋および幅止め筋

（４）腹筋及び幅止め筋

（a）一般の梁は、図7.9による。

　　　②．　　　　印は、余長位置を示す。

（１）小梁主筋の継手、定着及び余長

（注）①．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

（a）連続小梁の場合は、図7.10による。

（注）①．図示のない場合は、（１）による。

（b）先端に小梁がある場合は、図7.13による。

図7.13　片持梁主筋の定着

　　　③．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

（１）片持梁主筋の定着及び余長

（２）単独小梁の場合は、図7.11による。

　　　②．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

　　　③．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

　　　②．　　　　　   印は、余長位置を示す。

（注）①．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

（３）あばら筋は、7.2による。

　　　②．　　　　 印は、余長位置を示す。

（注）①．図示のない事項は、7.1による。

（a）先端に小梁のない場合は、図7.12による。

（２）あばら筋は、7.2による。
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図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

（c）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、

（d）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

　　　鉄筋の本数が異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。

（a）継手中心位置は、次による。

　　　上端筋：中央      /2以内

図7.1　梁主筋の梁内定着

　　　　上端筋：曲げ降ろす

　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。

　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、    /4を加えた範囲以内

（b）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。

　　　なお、定着の方法は3.1(b)(3)による。

（２）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

（e）梁にハンチをつける場合、その傾斜は特記による。

（３）ハンチのない場合の重ね継手、定着及びカットオフ余長は、図7.3による。

（f）段違い梁は、図7.2による。

（注）①．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　②．　　　　　   印は、継手及び余長を示す。

　　　③．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　④．Laは3.1(b)(4)による。

（a）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。

（b）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は特記による。

（c）打ち増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の

　　　定着長さには、打ち増し部分を含まない。

（１）一般事項

7.1　大梁

　　　外端部や隅部では、折り曲げて定着する（全長L2かつ余長8d）。
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図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

（注）①．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）には、
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図7.8　あばら筋の割付け（その３）

（注）①．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　②．図中のP＠、P'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（b）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。
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（１）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

　　　ただし、片側にスラブが取り付く梁の場合は、（ロ）または（ハ）、

②　（ロ）の場合　片側にスラブが取り付く梁ではスラブの付く側、

（a）形は、図7.5（イ）とする。

①　（イ）の場合は交互とする。

③　（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。

（b）フックの位置

（２）あばら筋組立の形及びフックの位置

　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは特記による。
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図7.6　あばら筋の割付け（その１）

（注）①．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

（b）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。

図7.7　あばら筋の割付け（その２）

（注）①．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　②．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

　　　②．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（c）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。
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（１）壁配筋の重ね継手及び定着の長さは、重ね継手長さをＬ1、定着長さをＬ2とする。

（２）幅止め筋は、縦横ともD10-@1,000程度とする。

（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

図8.1　壁の配筋

（１）一般事項

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

（３）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。

（３）土間コンクリート補強筋の配筋及びコンクリート厚さは特記による。

（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1  とする。

図9.1　スラブの配筋

（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

（１）片持スラブの基準配筋（CS形基準配筋）は、図9.4及び図9.5により、

　　　配筋種別及びスラブ厚さは、特記による。

（３）かぶり厚さ、定着長さ及び継手長さは、3.1、4.1による。

（４）打増し部分に、壁及びスラブ等が取り付く場合は、壁及びスラブ筋等の定着長さには

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は特記による。

8  　壁 9.1　スラブ

9.4　片持スラブ
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図9.4　片持スラブの配筋（ダブル配筋の場合）

（注）①．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

（注）①．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.5　片持スラブの配筋（シングル配筋の場合）

（4）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.7による。

図9.7　先端に壁が付く場合の配筋

（a） 補強の配筋は特記により、配筋方法は、図9.6による。

（b） 出隅受け部分（図9.6の斜線部分）の補強筋は特記による。

（2）出隅部

　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。

（ 2 ）屋根スラブの補強

　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。

  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。

（ 6 ）土間スラブの打継ぎ補強

　　  土間コンクリートの補強筋は、特記による。

（ 7 ）土間コンクリートの補強

図9.10　打継ぎ補強配筋

（注）ａ≦300の場合

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋
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片持スラブ形階段の基準配筋は、図10.1により、寸法及び配筋種別は、特記による。

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

（注）①．壁配筋は、8.1（ｃ）による。

　　　②．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

　　　③．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3

　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ3　とする。

二辺固定スラブ形階段の基準配筋は、図10.1及び図10.2により、

図10.1　踊り場がある場合

図10.2　踊り場が無い場合
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（２） 二辺固定スラブ形式
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（b）L型基礎
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※　配筋種別は伏図による

あばら筋内に

定着する。
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（４）軽微な擁壁

1３　機械基礎リスト

（a）ステンレス製フック

（b）鉄筋加工によるフック

補強かんざし筋 D16

②　スラブ用①　梁用

2-D13

ℓ

ℓ

特記なき限りa型とする。

D13

D13

D10

D10-300@

2-D13

D10

D10

D10-300@

D10-300@

D13

t t

t
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D13

D10-300@

D13
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2-D13

KA1 KA2

KA3 KA4

配筋種別

配筋図

配筋種別

配筋図

片持スラブ形階段の配筋

D13@150
n-D22

(L2定着)

D13@150

(L2定着)

令第129条の２の3の事項12

・建築物に設ける昇降機にあっては、構造耐力上安全なものとして以下の構造方法

　による。

　　■　令第129条の4（エレベーターの構造上主要な部分）

　　■　令第129条の5（エレベーターの荷重）

　　■　令第129条の6　第一号（かご内の人または物による衝撃に対しての安全）

　　■　令第129条の8の第１項（駆動装置及び制御器の地震等の転倒、移動防止対策）

・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして以下の構造方法

　による。

　　■　建築設備の支持構造及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものと

　　　　すること。

　　■　屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持

　　　　構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の

　　　　の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

　　□　煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は

　　　　無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下と

　　　　すること。

　　□　煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上

　　　　とした鉄筋コンクリート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、

　　　　れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

・建築物に設ける給水、排水、その他の配管設備

　　■　風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障の

　　　　ない構造とすること。

　　■　建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部に配管スリーブ

　　　　を設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

　　■　菅の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において

　　　　伸縮継ぎ手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

　　■　管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等

　　　　有効な地震その他振動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

　　■　法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、

　　　　煙突その他これらに類するもとにあっては、建設省告示第389号により、

　　　　風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとする

　　　　こと。

・給湯設備の転倒防止措置（国土交通省告示第1447号）

　支持部材および満水時の水の質量を含む総質量が15kgを超える場合の給湯設備にあっては、

　　■　当該給湯設備の転倒、移動等により想定される衝撃が作用した場合

　　　　においても著しい破壊が生じない丈夫な壁または囲いを設ける他、

　　　　移動、転倒等により人が危害を受けるおそれがないこと。

　　■　給湯機器の場所、質量、アスペクト比の区分に応じ給湯設備の底部または

　　　　支持構造部の底部をアンカーボルトを釣り合い良く配置して、当該設備を

　　　　充分に支持するに足りる建築物又は敷地の部分等に緊結すること。

　　■　給湯機器の場所、質量区分に応じ給湯設備の上部を建築物の部分等に緊結し、

　　　　かつ質量が15kgを超え60kg以下の給湯設備にあっては自立する構造とし、

　　　　60kgを超え600kg以下である給湯設備にあってはその底部または支持構造部

　　　　の底部をアンカーボルト等を釣合い良く配置して建築物の部分等に緊結すること。

　　■　給湯機器の場所、質量区分に応じ給湯設備の側部をアンカーボルト等を

　　　　釣り合い良く配置して建築物の部分等に緊結すること。

　以下のいずれかによって地震に対して安全上支障が無い構造とする

※　押えコンの目地割は、

　　設備機器耐震計算を確認して

　　決定すること。
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構造関係共通図（配筋標準図その5）



一般壁

開　　口

柱柱

開　　口

設備開口

はり

隅角部は斜め方向に 2-D13 （Ｌ＝２Ｌ１）を上下筋の内側に配筋する。

（1）床版開口の最大径が 700mm 以下の場合は下記の図により開口によって

開口の径 700 以下の場合

床版開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げる

ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は補強を省略することができる。

但し、同じ開口が 2 箇所以上隣り合う場合は、全体を包括して

（2）

開口の径が 700 を越える場合（3）

床板厚さ D

200     D      300＜ ≦

＜ ≦

≦   D      150

150     D      200

周　囲

各

各

各4-D13

4-D16

4-D19

斜　め

各

各

各2-D13

4-D13

4-D16

本n2

D13以上かつスラブ筋以上

(      )
2

本
n2

n1 本

(      )本

L1

L
1

L
1

L
1

・仮設用開口部で、コンクリートを後打ちとする部分も、上記要領にて補強を行う。

5
0
0

5
0
0

斜め筋 D13

l=1,000シングル

周囲補強筋

斜め補強筋

L1

L1

L
1

L
1

L1

梁貫通孔の補強（鉄筋コンクリート造）

d

D

L
1

L1

L1 L1

L
1

L1

D

φ

D

1000

d
d

L0

L0

A

A

φ

φ

３φ≦

共　通　事　項

たて筋はあばら筋とみなす。

原則として、梁貫孔は補強を行う。

（8）

（9）

（10）

（11）

孔の径は、梁せいの 1/3 以下とし、かつ、下表による。

孔が円形でない場合は、外接円孔に置き換えて適用する。

孔の上下方向の位置は、梁せいの中心付近とし、下記による。

（1）

（2）

孔が並列する場合は、その中心間隔は孔の径の平均値の３倍以上とする。

補強筋は原則として主筋の内側とする。

鉄筋の定着長さは下記による。

（3）

（4）

（5）

（6）

孔の中心位置は柱及び直交する梁（小梁）の面から 1.2D 以上離すことを

  500 ≦ D ＜ 700　　　d ≧ 175

  700 ≦ D ＜ 900     　 d ≧ 200

900 ≦ D　　　　　　　d ≧ 250

1.2D1.2D

1,2D1,2D

D

200

φ

φ

φ

φ

（1）配筋の表示

斜め筋 4-2-D22 ４本の D22 が２面にはいることを示す。

縦　筋 4-2-D13 ４本の D13 がスタラップ状にはいることを示す。 

上下ＳＴＰ

３本はいることを示す。

3-2-D13 上下の部分に各々 D13 のスタラップが

凡　　例

（2）配　　筋

（a）Ｈ形配筋

斜め筋

縦　筋

横　筋

S.T.P

上

下

斜め筋

縦　筋

横　筋

上

下

S.T.P

斜め筋

縦　筋

横　筋

上

下
S.T.P

斜め筋

縦　筋

S.T.P

上

下

2-2-D13

2-2-D13

な　し

な　し

4-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

3-2-D13

孔周囲補強筋

2-2-D13

4-2-D16

4-2-D13

4-2-D19

2-2-D16

6-2-D13

横　筋

4-2-D13

4-2-D13

ＨＡ

ＨＢ

ＨＣ

ＨＤ

適用範囲

配筋

種別

配　　筋　　図

注）φが400以上の梁貫通孔の補強については図示による。

横筋

斜め筋下縦筋
下縦筋

横筋

斜め筋

あばら筋上縦筋

上縦筋

縦筋

縦筋

300≦φ＜400

　　φ＜100　　

200≦φ＜300

100≦φ＜200

床スラブ開口部の補強壁開口部の補強

梁貫通孔の補強

孔の位置は下図を原則とし、工事監理者と協議の上決定すること。

（２）既製形（使用するときには、設計者及び、監理者と打合わせのこと）

d

2

n1

・貫通孔補強は、スーパーハリーZ（株式会社栗本鐵工所）  BCJ評定－RC0224－06

　　　　　　　　MAXウェブレン（テイエム技研株式会社）BCJ評定－RC0097－07

　　　　　　　　ダイヤレンNS（コーリョー建販株式会社）BCJ評定－RC0124－08

（設備貫通補強数量）壁のスリーブ数量 （設備貫通補強数量）床スラブのスリーブ数量（参考） （設備貫通補強数量）

L
1

L
1

L1

L
1

L1

L
1

L
1

L
1

L
1

L
1

L1

L
1

　　　　　　　　および上記同等品とする。

スリーブ径

500

550

600

650

700

750

800

850

900

950

1000

1050

1100

1200

1150

はり成 Ｄ

150φ 175φ 200φ 250φ 300φ

HB

但し、スリーブのピッチ、梁上下面からスリーブ上下面までの

所用かぶり寸法等の規定値を厳守する事を原則とする。

在来補強による場合は下表による。、表記ない場合は原則、貫通不可とする。

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HB

HC

HC

HC

HC

HC

HC

HC

HC

HC

HC

HC

HC

HC

HC

HC

HC

HC

HC

HC

HD

HD

HD

350φ

HD

HD

400φ

HD

L2

L
2

開口部の配筋要領

t≧250t＜250

t≧250

t＜250

   -壁筋と同径・同間隔

同径・同ピッチ

   -壁筋と

開口補強筋の径・本数は特記による。

sec.A

sec.B

sec.B

s
e
c
.A

原則とする。　（基礎梁・壁付帯梁は除く）

切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

下記による補強を行なう。

ただし、孔径が梁せいの 1/10 以下かつ150 mm未満の場合は、

小開口については床スラブ開口部の補強（2）による。

4
0

0

A

200

▽基礎梁上端

△基礎梁下端

ab

c

200

梁主筋が多段配筋となる場合は、補強筋と干渉しないことを確認すること。（7）

c

a b

c

c

4
0

0

200

300

1000

300

a

b

c

梁せいの１/３以下

≦100

通気管（100φ）

通水管（150φ半割）

許容スリーブ径範囲

基礎梁の許容スリーブ径

HC

HC

HC

HC

HD

HD

HD

・許容スリーブ径は認定条件による。

壁の開口補強も床スラブの補強要領に倣う

（12） 孔の径はスリーブ管の外径とする。

スリーブ開口寸法 壁符号 数量 スリーブ開口寸法 壁符号 数量 数量 スリーブ開口寸法 スラブ厚スリーブ開口寸法 スラブ厚 数量 スリーブ径 数　量種　別

（１）在来型

補強を省略することができる。なお、近接して貫通孔が並列する場合は、

補強筋方法について監理者と協議の上決定すること。

（1）

ＲＣはりスリーブ数量（参考）
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壁、床及び梁のスリーブ補強



Sr

Sr

t

手溶接

縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが

応力方向に３本以上並ばない場合の縁端距離は、特記による。特記がなければ、ボルト軸径の2.5倍以上とする。

表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位mm）

ねじの呼び

縁端距離 ボルト間隔

e p

M12

M16

M20

M22

M24

40 60

45 70

ep

（２）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（１）縁端距離及びボルト間隔

千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は、表1.2による。

表1.2　千鳥のゲージ及びボルト間隔　（単位mm）

ゲージ

ねじの呼び

g

M12,M16,M20,M22

千鳥打ちのボルト間隔　Pt

M24

50

45

40

25

35

-

65

60

55

45

50

40

35

40

45

55

50

60

Pt

g

（３）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は、表1.3による。

表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位mm）

B

g

A

B
B

はＢ

A又

軸径

最大

B

軸径

最大

軸径

最大

B

45

50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

25

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

90

12

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

100

125

150

175

200

250

300

350

400

56

75

90

105

120

150

150

140

140

40

70

90

※１

16

16

22

22

24

24

24

24

24

50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

12

20

20

22

22

24

24

※１　千鳥打ちとした場合

また、アンカーボルトの縁端距離は特記による。

Ａ（サブマージアーク自動溶接）
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45° 30°
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被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

突合わせ継手の開先標準

Ｈ

２（両面溶接）
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Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接）

部材が直交しない場合の開先標準
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35°

1/4 t≦ S ≦10

35°

２（両面溶接）

1/4 t≦ S ≦10

2

６＜ｔ≦19

≧
6
0
°

0

D1= 2（ｔ－2）/3

D2=（ｔ－2）/3

1/4 t≦ S ≦10

60°

19＜ｔ≦40

7
5
°

≧

4
5
°

D2=（ｔ－6）/2

D1=（ｔ－6）/2

60°

35°

35°

1/4 t≦ S ≦101/4 t≦ S ≦10

45°

45°

1/4 t≦ S ≦10

22＜ｔ≦40

60°

12＜ｔ≦22

60°

35°

1/4 t≦ S ≦10

Ｔ型継手の開先標準

1/4 t≦ S ≦10

35°

19＜ｔ≦40

1/4 t≦ S ≦10

19＜ｔ≦40

35°

S ＝ｔ

かど継手の開先標準

35°45°

50°

16≦ｔ≦4012≦ｔ≦40

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

ｔ＜3のとき S ＝３

３（軽量形鋼Ｖ形溶接）

ｄ ｄ

１（丸鋼等片面溶接）

d/２ d/２

ｄ ｄ

２（丸鋼等両面溶接）

ｄ

d
/
２

d/２

22

13

フレア溶接の開先標準

Ｄ 10

ｔ 12

1211

1916

４５°

3628

1413

25

15 15

32

16

40

ｔ＜3のとき S ＝３

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

４（軽量形鋼レ形溶接）

S ｔ S

４５° ４５°

15

部分溶込み溶接の開先標準

７

5

ｔ

ｓ

５

4

４

3

６

5

隅肉溶接のサイズ

11

8

９

7

８

6

10

8

13

10

12

9

14

10 11

隅肉溶接の開先標準

2519

11

16

12

22

13 15

28

17

32

19

36

21

40

24

S

60°

2

S

60°

2

520N級鋼

YGA-50W,50P

YGW-18,19

鋼材の種類

400N級鋼

490N級鋼

JIS Z 3214

YGA-50W,50P

JIS Z 3214

YGW-18,19

YGW-11,15

JIS Z 3212

溶接材料

JIS Z 3211,3212

YGW-11,15

YGW-18,19

250以下30以下

350以下

350以下

250以下30以下

40以下

40以下

パス間温度

（℃）

350以下40以下

入熱

（KJ/cm）

YGW-18,19

YGW-11,15400N級STKR、

BCR及びBCP

YGW-18,19 250以下30以下
490N級STKR、

及びBCP

250以下30以下

350以下40以下

（２）エンドタブ

（１）フィラープレートの鋼材種別はSS400とする。

（１）エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。

（２）エンドタブ・裏当て金・スプライスプレートの鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。

エンドタブ

裏当て金

10㎜以上

m

m

溶接方法

半自動溶接

自動溶接

35以上

38以上

70以上

m

（３）裏当て金

裏当て金の溶接

（１）裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の

（２）完全溶込み位置溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。

裏当て金の厚さ

FB（t×25㎜） FB（t×38㎜）

（単位：㎜）

6以上

9以上

12以上

t

（４）スカラップ

改良型スカラップ

（a）スカラップ半径 Sr1 は35㎜とする。 Sr2 は10㎜とする。

（b）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

Sr2

Sr1 Sr2

Sr1

従来型スカラップ

スカラップ半径Srは35㎜とする。

溶接のサイズ （単位：㎜）

裏当て金の厚さ S

t≦9

t＞9

5

9

（5）スニップカット

スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

スニップカット

r

Sc

スニップカットの寸法

ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc = r ＋2 により求めるものとする。

Sc 10 12 14 15

6 9 12 16以上

（６）溶接部分の段差

完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合

1/2.5以下

1

自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。

適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜

交角　30°≦θ≦150°

A

B

C

θ

D

D

支管

主管

D-D断面図

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

A部断面

1.5t～2.0t

50°～60°

0～3

t

0
～

3

B部断面

1.5t～2.0t

接線

t

1.5t～2.0t

0～3

1.5t～2.0t

C部断面

（７）鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

（１）鉄筋又は軽量形鋼にフレア溶接を行う場合は下記による。

（２）有効溶接長さ（Ｌ）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を除いた部分の長さとする。

Ｌ：片面フレア溶接の場合　10d

　　両面フレア溶接の場合　 5d

ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値

Ｌａ及びＬｂ=１Ｓ（鉄筋については1d）以上

Ｓ：溶接のサイズ

La L

( 　　　　　　　  　 )

1/4の位置に行い、梁フランジ両端から10㎜以内の位置には行ってはならない。

1

g1

g
1

g
1

g
2

g
3

g
2

構造関係共通図（鉄骨標準図 その１）　

1-1 縁端距離及びボルト間隔

1-2 溶接継手の種類別開先標準

1-3 鋼管分岐継手詳細

1-4 鉄骨溶接施工

溶接方法

1-5 フレア溶接を行う場合の溶接長さ

（単位：ｍｍ）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

ｔ≦６

（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接）

Ｈ

２（両面溶接）

ｔ≦12

１（片面溶接） ２（両面溶接）

1/4 t≦ S ≦10

1/4 t  ≦  S  ≦ 10 1/4 t ≦  S  ≦ 10

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

ｔ≦６

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

Ｈ

２（両面溶接）

ｔ≦12

１（片面溶接） ２（両面溶接）

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦19

35° 45° 35°
60°

60°60°

1/4 t≦ S ≦10

D1= 2（ｔ－2）/3

D2=（ｔ－2）/3

1/4 t≦ S ≦10

D2=（ｔ－6）/2

D1=（ｔ－6）/2

1/4 t≦ S ≦10

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接）

ｔ≦16

２（両面溶接）

ｔ≦16 16＜ｔ≦40

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

D1= (ｔ－2）/2

D2=（ｔ－2）/2

1/4 t≦ S ≦101/4 t≦ S ≦10

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

手溶接

半自動溶接

自動溶接
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共通事項
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2-1　一般事項

アンカーボルトの施工に誤差のある場合

30
A BOLT

t

t は B.PL 厚の1/2 以上かつ6 ㎜以上

2-2　柱脚固定の配筋

（１）　根巻形

D

30 50～
ベース下

・ベース下の施工を

慎重にする

・頭付スタッドの

納まりに注意

（３）アンカーフレームを使用する場合は設計図による。

   ように充填する。

（２）モルタルを後詰めにする場合は空隙の出来ない

   調合（容積比）セメント１：砂２の硬練りモルタルを

   平に塗り仕上げる。

（１）コンクリート表面のレイタンス等を取り除いた後、

鉄骨柱 D

4
0

d
梁

筋

6      8～

1

40d中間筋

・地中梁の主筋の

おさまりに注意する

割裂防止用

中間筋

（2）　埋込形（水平ハンチと隅柱、側柱の補強）

2-3　柱梁接合部

梁の交差部剛接合

（２）　柱梁が途中折れの場合及び梁成が異なる場合

ab

＜ ab

平面詳細図Ａ－Ａ断面図

（１）　Ｈ型

ＢＨ方式

2-4　頭付スタッド

2-5　ＡＬＣ板取付要領

（１）　縦壁構法

ＡＬＣ壁パネル

タテカベプレート ア 6

鉄筋　φ　L=

シーリング材

挿入筋構法

（２）　横壁構法

鉄骨柱

シーリング材

ＡＬＣ壁パネル

ボルト止め構法

6

9 1000 鉄筋　φ　L=9 500

L= 　× 　× 　以上65 665

ＡＬＣ壁パネル

受け金物　ア　

L= 　× 　× 　以上66565

鉄骨梁

シーリング材

スライドハタ金物

鉄骨梁

スライド構法

フックボルト　 φ12

鉄骨柱

フックボルト 　φ12

シーリング材

カバープレート　ア 2.3

ＡＬＣ壁パネル

カバープレート構法

角形鋼管の場合

B.PL

HOOP （フープ）

大梁が斜めの場合は

溶接と添板のボルト

締めに注意のこと。

特
記

に
よ

る

5

2
0

リブプレート

（特記による）

：特記による

L

L

以上150

中間筋　　型（割裂防止用）

二重巻HOOP
梁上筋

梁下筋

STP. 2-D13

補強 STP. 2-D13

B.PL

A A

主筋

PL座金を兼ねる補強

B PL（ベースプレート）

以上HOOP 2- D13

鉄骨加工要領図

TH

TH

2F

F2

2F

TH

TH

TH

TH

TH
TH

P2
*

P2
*

*

1F

1.　溶接方法または溶接面の指定が無い場合は、いずれによってもよいものとする。

2.　　　：ウェブ厚が11㎜以上のものについては　　　とする。F2
*

3.　　　は、　　としてもよい。1P

P2

同厚以上とする。

h≧100 h<100 

A

Sec. A 

PL-12

R25

2
0

0
2

0

20

10

小梁ウェブの

h

h

H

L≧2hL

アークスポット溶接

16φ ≒ ＠200

e e e

eee

50

5
0

3
0

e

e

300

600

2-6　デッキプレート

（２）　受梁へのかかり寸法および端部処理 e  ≧ 35mm

梁上通しの場合 既製品面戸（鉄板） 折曲加工

梁上切断の場合
あて板（鉄板）

50-400

（３）　スラブ端部の補足材 （４） デッキプレート受け

Ｌ形鋼

50-200

P
L
5

0
 
 
 
 
6

×

PL-1.6　（コンクリート止め）

50-400

50-400

PL-1.6 （コンクリート止め）

50-400

PL-3.2 （コンクリート止め）

L - 50 × 50 × 6 ＠ ≦ 600

以下

以下

（１）　梁との溶接およびコネクター

（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

1F

1F

1F

1F

1F

2F

L-65x65x6以上

型枠デッキ

（１）　床段差部デッキ受け要領図

CT-200x100以上
L-65x65x6以上

150 かつ スラブ厚さ以上

D13

D13

上端筋引通しのこと

L-65x65x6

150

D10@200(ダブル)

D10@150

2-D13

40d

40d

ＰL-6  @1000

（２）　床段差部配筋詳細図

鉄筋スタッド 、またはU型鉄筋溶接

主筋と同径・同ピッチ程度とする

（３）　パラペット配筋詳細図

Ｌ1

大梁上補強

Ｄ10-＠200

2F2F

1T

2F

2F

BH BH

BH

2F

2F

特記なき場合は

同強度のＣ材とする。

フランジと同厚とし材質は

2

120

n

3

319

19

200 119

19

19

2

2

φ

200100

120 200

200

200100

P

200

@

250

大　梁

300

350

400

B n

2

16

16

100 116

16

16

1

1

φ

20080

120 200

200

200

200

@P

150

200

250

300

B

小　梁

250

180

100150

200

130

t h

B

t

P

h

n：1列の本数

・

山のピッチに合わせてよいこととする。

合成デッキ、１方向デッキで小梁の上をデッキが渡る場合は、スタッドのピッチをデッキの

・ 梁継手のスプライスプレ－ト範囲分のスタッドは両側に分けて配置する。

n

L

e

ウェブと同厚・同材質とする。

R
1

0
t
f

PL-12

25R

2
0

0
2

0

20

10

L

e

R
1

0
t
f

A

（３）　ハンチ要領

t
f

t
f

tf≧22

tf＜22

Sec. A 

L≧5e

L≧5e

2F

2F

2F

2F

2F

2F

P2
*

P2
*

P2
*

200 150

構造関係共通図（鉄骨標準図 その2）　
2-7　床段差部要領

L-150x75 以上

h  ≦ 60

ｈ ｈ

ｈ

  60 ＜ h  ≦ 100 200  ≦ ｈ

（150 ＜ h  ≦ 200）

（L-200x80 以上）

350

D16

D16

40d

40d

Ｌ1

350

D16

D16

L-65x65x6

40d

40d

STP. D13@200

ｈ

20＜ h ＜ 100

2-D13

100 ≦ h  ＜ 200

4
ｄ

以
上

2-D13

頭付スタッド高さの調節を行う。

高さはスラブ下面から4d以上とする。

ｈ

スラブ筋引通し

2-D16

大梁上補強

Ｄ13-＠200

3
0

以
上

Ｌ1

大梁上補強

Ｄ10-＠200

スラブ筋引通し

フランジ幅が250mm以上の場合は、

スラブ上端軸方向筋D16を200mm以内の間隔で配置する。
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構造関係共通図（鉄骨標準図その２）



鉄骨接続部

３－１　共通事項

⑤

L1

鉄骨梁天端

t4
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150

①
現場溶接継手

80

25

⑤
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t
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②

t1'

P-6L

①

エレクションピース

梁
成

D

WL

Ａ部詳細図

P-12L

P-6L

P-12L

e1 e1

シーリングビート

2F 2F

TH

BH

BH

BH

BH

2P

TH

BH

BH

Ａ

2F

④－④断面

通しダイヤフラム

②－②断面

t2A

X

t2
t2'

10

場

手

継

現

①－①断面

t2A'

③－③断面

X

t2A

t4

t2

内ダイヤフラム

t
4

'

2F

TH

TH

TH

TH

BH

BH

Y

Y

P-12L

1P

X

Y

t1'

グライダー仕上のこと

溶接完了後撤去し

t1

t5

t5’

t3

X

通しダイヤフラム

e1

t5

Y

t3

空気穴φ１６

e1

t2'

TH

2F

2F

TH

⑤－⑤断面

X

W1

Y

TH

TH

※　大臣認定柱脚工法による。

・ t5は柱の最大厚以上かつ梁フランジの最大厚が40mm未満の場合は２サイズ上、

40mm以上の場合は１サイズ上とする。材質は柱・梁フランジの強度の高い方のＣ材とする。

t5'は梁フランジの最大厚の１サイズ上とし、梁フランジと同材質とする。・

・

e2は梁フランジを通しダイアフラム板厚内におさめるため3mm程度を標準とする。

e1は柱の板厚が28mm未満の場合は25mm、28mm以上の場合は30mmとする。

・ 仕口部の鋼管の板厚は、上下階の柱の厚い方とする。材質は原則、上下階の強度の高い方と

内ダイアフラム形式でＢＣＰ材の場合は仕口部の鋼管の材質は原則、上下階の強度の高い方

のＣ材とする。

・

・ 通しダイアフラム形式を原則とする。

・ 内ダイアフラム形式の場合は梁フランジは内ダイアフラム幅内におさめる。

40mmを超える場合は特記による。

同じとする。

・
e1

e
1

空気穴φ16

（２）通しダイアフラム

e1 e1

（２）　柱梁接合部仕口

（１）　柱継手

（3）　柱脚部

（a）冷間成形角形鋼管（BCP）・円形鋼管(φ＞400)

・ エレクションピ－スは請負者等の責任において建方時の安全性を考慮して

・ エレクションピ－スは請負者等の責任において建方時の安全性を考慮して

・ 裏当金はテ－パ－付のものを使用すること。

・ シ－ム部からエレクションピ－スをずらすこと。

・ エレクションピ－スは溶接後に柱面より10mm以上の位置で切断すること。

・

ただし、仕上げ等に影響する場合は母材を痛めないように除去すること。

十分な強度を有するものを使用すること。

十分な強度を有するものを使用すること。

（b）冷間成形角形鋼管（BCR・STKR）・円形鋼管(φ≦400)

（３）内ダイアフラム

（４）通しダイアフラム

（５）柱脚部

３－２　冷間成形角型鋼管

（１）柱接続部

F

・ 露出型弾性固定柱脚の仕様はメ－カ－の規定による。

・ アンカ－ボルト及びベ－スプレ－トは部材リストによる。

・ ベ－スプレ－トの材質はＣ材を標準とする。

構造関係共通図（鉄骨標準図 その3）　

▽  基礎天端

○印は補強不要。ただし、端部にスリーブを設ける場合は ・

・ 中間値の梁成の補強プレ-トは小さい成と同一とする。

補強プレ-トの上下方向の中心は孔中心と合わせることを原則とし、

孔上下の補強プレ-ト幅が50mm以下となる場合はプレ-ト形状を

補強プレ-トの左右方向の中心は孔中心と合わせること。

スリ-ブ管付きの場合の補強プレ-ト形状を算出する孔径は呼び径とする。

孔径が50mm以下は補強を不要とする。

Ｕ形とすることができる。ただし、工事監理者の承諾を受けること。

補強プレ-ト端部はウェブスプライスプレ-ト端部と50mm以上離すこと。

・

・

・

・

中間値の孔径の補強プレ-トは大きい径と同一とする。・

・

・

鉄骨材質は梁ウェブと同材質とする。・

上下位置限度までの移動を許容する。

孔径が異なる場合の間隔の基準となる径は両方の平均値とする。・

小梁スリ－ブの孔径と間隔は中央部と同一とする。・

中央スリ－ブの柱端側への水平方向の位置は、スリ－ブの孔が・

PL-12は2PL-6、 PL-14,PL-16は2PL-9に変更も可とする。

スリ－ブ管

200

鉄骨造（Ｓ造）

Ｓ造端部で補強プレ－トが不要な場合でもスリ－ブ管を設けること。・

スリ－ブ

t

補強プレ－ト

t

F1

φ - 267.4 x 6.0

φ - 216.3 x 4.5

φ - 165.2 x 4.5

φ - 139.8 x 3.6

φ - 114.3 x 3.5

使用鋼管（STK400）

100

200

250

150

130

スリ－ブ呼び径

・ 補強プレ－トの溶接は角落ちを許容する。

孔切断面にノッチが生じないよう注意すること。・

・ 下記のスリ－ブ補強工法の使用を可とする。・

なお、使用範囲等の規定は評定条件によること。

その他

・日立ハイリングⅡ工法（日立機材）・ＯＳリング工法（岡部）同等品

スリーブが並列する場合は原則、補強プレートは交互の面に配置する。

・

端部の範囲にかからないこと。

ただし、工事監理者の承諾を受けて使用すること。

- 印はスリ－ブ不可とする。 ・

欠損部分と同断面積以上のPLで補強すること。

・ スリ－ブ内の耐火被覆はパイロンバリアー（アクシス）若しくは、同等品・

梁貫通孔の制限

≦1.2H

JOINT

φ≦1/4・H

スリ－ブ管付

≦1.2H

フランジ継手長さ

φ≦1/4・H

スリ－ブ管付

φ≦1/2（H-100）

ブラケット有ブラケット無

@

H

≧50

≧0.5H

de

かつ かつ

補強プレ－ト形状

tf

H

tf

L/2

L

L/2

≧
5
0

de
≧
1
2
0

L=min（3φ,H-2tf-100）

2
0

5
0

≧
5
0

L

F2

12

300 100 9 12

H φ

9 1614 19

WPL

F2

F2

（１）鉄骨造（Ｓ造）

2PL- 2PL-

≧0.5H

≧50

中央部間隔（@）

200＜φ＜300

@=700mm de≧120mm

孔径（φ） スリ－ブ管

の有無

上下位置

限度

端部範囲

のみ

φ≦200

@≧3・φ+100

φ≧300

@≧2・φ+100

端部（1.2H）

φ≦1/4・H

（１箇所）

中央部

φ≦1/2・(H-100)

４－1　Ｓ梁貫通孔の補強
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A3
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-

構造関係共通図（鉄骨標準図その３）
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【渡り廊下】深層混合処理工法地業特記仕様書

S211

2 .  一 般 事 項

｢建 築 工 事 標 準 仕 様 書 ・ 同 解 説  JA SS 4 杭 ・ 地 業 及 び 基 礎 工 事 ｣(日 本 建 築 学 会 )に よ る 。

本 工 事 は 、 本 特 記 仕 様 書 に よ る ほ か 、 ｢改 訂 版 、 建 築 物 の た め の 改 良 地 盤 の 設 計 及 び 品 質 管 理 指 針 ｣(日 本 建 築 セ ン タ ー )お よ び

設 計 条 件

A  試 掘

B 試 験 施 工

ﾎﾞ ｰﾘ ﾝｸ ﾞ調 査 箇 所 付 近 を 試 掘 ロ ッ ド で 掘 削 し 、 先 端 土 質 の 確 認 を 行 う 。

ボ ー リ ン グ 調 査 位 置 で 施 工 し 、 混 合 状 況 、 ト ル ク 値 、 掘 削 深 度 等 を 確 認 す る 。

設 計 で 想 定 し た 土 質 と 差 異 が あ る 場 合 は 、 監 督 員 と 協 議 す る 。

施 工 前 試 験

(  k g / m 3 ) (室 内 配 合 試 験 結 果 に よ り 変 更 す る 場 合 が あ る )１ ， 固 化 材 添 加 量

工 事 施 工 後 、 次 の 事 項 に つ い て 報 告 書 を ま と め 、 監 督 員 に 提 出 す る 。

１ ， コ ラ ム 伏 図 、 番 号

施 工 後 試 験

(品 質 検 査 )

２ ， コ ラ ム 施 工 日 、 改 良 径 、 掘 削 深 度 、 改 良 長 、 注 入 量

本 施 工 時 に 、 以 下 の デ ー タ ー を コ ラ ム 1本 毎 に 機 械 で 記 録 管 理 す る 。C 本 施 工

配 合 強 度 の 割 り 増 し 係 数 は 　 配 合 強 度 の 表 に よ る 。

割 り 増 し 係 数 α t の 設 定

合 格 確 率 を 確 保 す る 、 割 り 増 し 係 数 α は 配 合 管 理 で 目 標 と す る 変 動 係 数 Vc、 Vdと 抜 取 箇 所 数 に よ り 設 定 さ れ る 。

掘 削 最 大 深 度 (深 度 計 )、 ト ル ク 値 (ト ル ク 計 )、 注 入 量 (流 量 計 )

施 工 地 盤 状 況 に よ り 、 改 良 長 の 変 更 が あ る 。

8 . 施 工 管 理 方 法

報 　 告

施 　 工

原 地 盤 を 機 械 的 に 混 合 攪 拌 し 、 固 化 材 の 化 学 反 応 に よ り 所 要 の 強 度 を 持 つ 改 良 体 を 築 造 す る 工 法 で あ る 。

(先 端 土 質 　 □ 砂 質 土 　 □ 粘 性 土 )●

６ ， 想 定 改 良 土 　 　 □ 粘 性 土 　 □ 砂 質 土 　 □ 有 機 質 土 　 □ ロ ー ム 質 土

３ ， 固 化 材 液 の 配 合 、 固 化 材 使 用 量

４ ， コ ア の 強 度 結 果 、 合 格 判 定 結 果

(試 験 施 工 状 況 に よ り 、 変 更 す る 場 合 が あ る )２ ， 水 、 固 化 材 比 ( ％  )

(K N/ m2 )３ ， 設 計 基 準 強 度 (Fc )

４ ， 固 化 材 の 種 類 　 　 □ 一 般 固 化 材 　 　 　 　 □ 有 機 質 用

５ ， コ ラ ム 径 は 、 コ ラ ム 伏 図 、 基 礎 リ ス ト 図 を 参 照 す る こ と 。

３ ， 配 合 強 度 　 Xf  の 設 定 Xf= Fc・ α t 

１ ， 現 場 の 土 を 採 取 し 、 室 内 配 合 試 験 を 行 う 。 固 化 材 添 加 量 は 3種 類 と し 、 7日 強 度 の 試 験 を 行 う 。

7日 強 度 よ り 28日 強 度 の 推 定 を 行 い 、 固 化 材 添 加 量 の 確 認 を 行 う 。

２ ， 六 価 ク ロ ム 抽 出 試 験 を 行 う 。

２ ， 固 化 材

３ ， 攪 拌 混 合 度

４ ， 支 持 地 盤

事 前 に コ ラ ム 芯 に マ ー ク を 設 け る 。

深 度 計 で 計 測 す る 。

コ ラ ム 芯

掘 削 深 度

攪 拌 翼 の 径 を ス ケ ー ル 計 測 す る 。攪 拌 羽 根

水 ・ 固 化 材 の 重 量

マ ッ ド バ ラ ン ス で 測 定 す る 。

材 料 計 量

ス ラ リ ー 比 重

速 度 計 で 測 定 す る 。

掘 削 翼 、 攪 拌 翼 の 枚 数 等 。

速 度 計 で 計 測 す る 。

ト ル ク 計 で 計 測 す る 。

掘 進 ・ 引 上 速 度

攪 拌 装 置

掘 進 速 度

ト ル ク 値 (支持層の判断基準は、指針により監督員と協議する)

１ ， 設 計 寸 法 ・ 形 状 の 確 保

抜 取 検 査 に よ る 品 質 検 査 の 合 格 判 定 値 Ｘ Ｌ を 下 式 で 設 定 す る 。

V d :  設 計 で 想 定 す る コ ア の 一 軸 圧 縮 強 さ の 変 動 係 数

ka : 検 査 手 法 Aの 合 格 判 定 係 数

Xn : 採 取 し た コ ア の 圧 縮 強 度 の 平 均 値

１ ， コ ラ ム 頭 部 及 び 深 度 方 向 の コ ア を 採 取 し て 、 圧 縮 試 験 を 行 い コ ア 本 体 の 強 度 の 確 認 を 行 う 。

XL= Fc +k a

頭 部 コ ア

深 度 コ ア

コ ア 採 取 箇 所 数 カ 所

カ 所 (ボ ー リ ン グ コ ア 試 験 )

(モ ー ル ド コ ア 試 験 )

検 査 手 法 Aの 合 格 判 定 係 数

X L  <  X n

1 - 1 . 3 V d

F c・ Vd

コ ア 採 取 箇 所 数  N

合 格 判 定 係 数 　 ka 1.9

1 3

1.6

4～ 6

1.5

7～ 8

1.4

9～

1.3

2

1.7

２ ， 改 良 柱 体 強 度

1 . 工 法 概 要

●

3 . 特 記 事 項
( 1 )コ ラ ム 径 、 掘 削 深 度 (設 計 コ ラ ム 長 +空 堀 長 )、 本 数 配 置 は 設 計 図 書 に よ る 。 た だ し 、 コ ラ ム 径 ・ 長 さ ・ 本 数 ・ 位 置 及 び

固 化 材 液 の 配 合 等 に つ い て 土 質 や 地 盤 状 況 に よ り 変 更 し た 方 が 適 切 だ と 判 断 さ れ る 場 合 は 、 監 督 員 の 承 認 の 下 に 変 更 す る こ

と が で き る 。

4 . 施 工 計 画

( 2 )施 工 計 画 書

施 工 に 先 立 ち 下 記 事 項 を 記 載 し た 施 工 計 画 書 を 提 出 す る 。

(1)工 事 名 称 及 び 工 事 場 所

(2)コ ラ ム 仕 様 及 び 数 量

(3)工 事 期 間 及 び 工 程

(4)工 事 の 組 織 (コ ラ ム 施 工 業 者 名 及 び 責 任 者 )

( 5)施 工 手 順

(6)施 工 機 械

(7)固 化 材 配 合 条 件

(8 )施 工 管 理 (管 理 項 目 、 施 工 記 録 )

(9 )品 質 管 理

(1 0)安 全 衛 生 対 策

(1 1)地 盤 概 要 (土 質 柱 状 図 )

(1 2)コ ラ ム 伏 図

(1 3)技 術 審 査 証 明 書 (写 し )

5 . 施 工
( 1 )作 業 地 盤 は 、 施 工 機 械 が 傾 斜 、 転 倒 し な い よ う に 養 生 す る 。

(2)基 本 的 な 施 工 手 順 を 以 下 に 示 す 。 施 工 障 害 に な る 事 項 が 出 現 し た 場 合 は 、 別 途 検 討 す る 。

(3)設 計 図 書 に 示 さ れ た 支 持 地 盤 に 着 底 す る 長 さ を 実 施 コ ラ ム 長 と い う 。

(4)本 工 事 に よ り 排 出 さ れ る 発 生 残 土 は 場 内 処 分 と す る 。

a.撹 拌 装 置 を コ ラ ム 芯 に 合 わ せ る 。

c.固 化 材 液 を 吐 出 し な が ら 掘 進 ・ 撹 拌 混 合 す る 。

6 . 施 工 機 械
( 1 )供 回 り 現 象 を 防 止 す る 機 構 を 有 し 、 固 化 材 と 原 位 置 土 を 確 実 に 撹 拌 混 合 で き る 撹 拌 装 置 を 用 い る こ と 。

(2)所 定 の 施 工 管 理 項 目 を 測 定 し 、 記 録 で き る 管 理 装 置 を 用 い る こ と 。

(3)施 工 本 体 は 、 改 良 コ ラ ム の 品 質 管 理 が 十 分 で き る 地 盤 改 良 専 用 機 と す る 。

(4)ミ キ シ ン グ プ ラ ン ト は 、 所 定 の 吐 出 量 を 十 分 供 給 で き る も の と す る 。

(1)固 化 材 液 に 使 用 す る 材 料 は 、 セ メ ン ト 系 固 化 材 と す る 。

(2)配 合 強 度

7 . 配 合 管 理

( 1 )本 施 工 業 者 は 、 本 工 法 の 施 工 技 術 に 精 通 し た も の と す る 。

b.固 化 材 液 を 吐 出 せ ず に 、 空 堀 部 分 を 所 定 の 深 度 ま で 掘 進 す る 。

d.注 入 掘 進 工 程 が 終 了 し た ら 、 固 化 材 液 の 吐 出 を 停 止 し 先 端 部 の 練 り 返 し を 行 う 。

e.先 端 練 り 返 し 工 程 が 終 了 し た ら 、 撹 拌 軸 を 逆 回 転 し 引 き 上 げ 撹 拌 混 合 す る 。

割増係数αｔは、合格率８０％とした下表による。

1 2採取ヶ所数　N 3 4～6 7～8 9～

変動係数　

Vc

1

1

７ ， 想 定 先 端 土 質 　 平 均  N 値 　 N =

25％ 2.163 1.918 1.815 1.719 1.651 1.594

3 5 0

1 1 5 0

●●

8 0

2 0

深 層 混 合 処 理 工 法 地 業 特 記 仕 様 書 (渡 り 廊 下 )

本 工 事 は 、 深 層 混 合 処 理 工 法 に よ る 、 地 盤 改 良 地 業 で あ り 、 ス ラ リ ー 状 の セ メ ン ト 系 固 化 材 を 地 中 に 注 入 し な が ら 、

(2)減 水 材 は 、 土 質 や 改 良 径 、 掘 削 長 等 を 考 慮 し 固 化 材 に 対 し て 0. 1%～ 1. 0%の 割 合 で 加 え る 場 合 が あ る 。

Nonscale(A1),Nonscale(A3)
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【渡り廊下】構造伏図
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P15
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SC1

工　法

記号

設計基準強度

改良径 掘削長

8.50 m

空堀長

深層混合処理工法

改良長 本数

地盤改良仕様

φ800 0.75 m 7.75 m

1150 kN/m2

長期設計支持力度　300kN/m2

20

柱芯

（見下げ図）

特記なき限り下記による。

１．壁符号　　　：　W15

３．スラブ上端　：　1FL-10

４．梁上端　　　：　1FL-300

１．スラブ符号　：　DS1（型枠デッキH=75、t=1.2）

４．　　　　印　：　デッキ方向

（見下げ図）

２．スラブ上端　：　1FL+3,350

３．梁上端　　　：　1FL+3,200

特記なき限り下記による。

（見下げ図）

２．　　　　印　：　打増しコンクリート（カウンターウェイト）

１．基礎下端 　  ：　GL-700

特記なき限り下記による。

（見下げ図）

２．改良体下端　：　設計GL-8,500

３．　⇒　　印　：　試験施工位置を示す(計3箇所)

４．支持層　　　：　砂礫層

１．改良体上端　：　設計GL-750

特記なき限り下記による。

２．スラブ符号　：　S15A

S=1/100【渡り廊下】１階伏図

（1FL=GL+500）

S=1/100【渡り廊下】２階伏図

リニアック棟

サイバーナイフ棟

S=1/100【渡り廊下】基礎伏図

（1FL=GL+500）

リニアック棟リニアック棟

病院本棟

病院本棟

病院本棟

サイバーナイフ棟サイバーナイフ棟

サイバーナイフ棟

S=1/100

（1FL=GL+500）

【渡り廊下】改良体伏図

【渡り廊下】改良体リスト
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【渡り廊下】軸組図

S213

□-75×75×3.2
タラップ受け

F11 F11

F11 F11

F11 F11

F11 F11

F12 F12F11 F11 F11

F11 F11 F11

F12

F12 F11

F11

H10

FG11 FG11 FG11

CFG11FG11 CFG11FG11

SG1 SG1 SG1

SG1 CSG1 SG1 CSG1

FG11FG11 FG11FG11CFG11

FG11 FG11 FG11FG11CFG11

FB11

SG1SG2SG2SG2CSG1

SG1SG2SG2SG2CSG1

SB20

SC1SC1

SC1SC1

SC1SC1

SC1SC1 P15P15

SC1 SC1SC1 SC1 SC1 SC1

SC1 SC1 SC1 SC1

SC1

SC1

P15P15

P15

P15

特記なき限り下記による

１．梁JOINT位置：柱芯より1,000

軸組図共通事項

：打増しコンクリート２．　　　        　印

３．立上り壁：W15
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1,200 1,200

【渡り廊下】部材断面リスト

1/30(A1),1/60(A3) S214

仕口柱

大梁

〈型枠デッキ部分〉

小梁

〈型枠デッキ部分〉

Pc:ボルトピッチ

mf

m
w

nw

nf

第1ボルトの位置（外側）

50-400 50-400

F11 F12

BPL下端

フックの始まり

-

□-200×200×9（BCR295）

PL-12PL-22（SN490B）

2-M20

GPL-9, 2-M20

500（25d）

H-150×150×7×10

FB-6x50

FB-6x50

FB-6x50

FB-6x50

デ
ッ

キ
方

向

4-M27（ABR490）

675（25d）

DS1

ゲージ

g1 g2

ボルト

nf×mf

ボルト

厚×長さ

外PL 内PL

厚×幅 mw×nw Pc

PL寸法

厚×幅×長さ
H.T.BGPL

符　号

B

70

150

175

200

250

150

175

200

250

300 300 110

350 350

125 125

60

80

100

140

100100

外側 内側

400 170400

B

150

175

200

250

90

105

120

150 -

-

-

-

300 150 40

350 140 70

125 -

-

75

100 56

400 140 90

g1 g2

pe

6040M20

6040M16

M22

M24 45 70

6040

接合部

１階

BASE.PL

A.BOLT

定着長 L

柱　脚

主　材

符　号 接合部 断面寸法 ウェブ

ピン接合

フランジ ウェブ

剛接合

備　考

剛SG1 - 601052×2-M16 PL-9×290 2PL-9×60 3×1-M16 2PL-6×200×170

剛 - 601052×2-M16 PL-9×290 2PL-9×60 3×1-M16 2PL-6×200×170CSG1

剛 - 60105SG2 3×2-M20 PL-9×410 2PL-9×80 3×1-M20 2PL-9×200×170

 H - 300×150×6.5×9（SN400B）

 H - 294×200×8×12（SN400B）

 H - 300×150×6.5×9（SN400B）

ピン 2-M16GPL- 6SB20

ピン

 H - 200×100×5.5×8

H10  H - 100×100×6×8 2-M16GPL- 6

SC1 アンカーボルト要領P15

位 置

符 号

全断面

SC1

9-D16

5
-
D

1
6

9-D16

5
-
D

1
9

位 置

符 号

全断面

FG11・CFG11

位 置

符 号

全断面

FB11

断 面

4

4

断 面

2

2

上端筋

下端筋

スターラップ

腹 筋

4-D19

4-D19

-D10-@150

上端筋

下端筋

スターラップ

腹 筋

2-D16

2-D16

2-D10 2-D10

-D10-@200

4

4

断 面

主　筋

フープ -D10-@100

12-D16

フ－プ

補強軸筋
D13-@300以内

□-D10-@100

柱型頂部フープ
2-□-D13

特記なき限り下記による。

D10-@200
D10・D13-@200
主筋（短辺方向）

D10-@200
配力筋（長辺方向）

1FL1FL

1FL

GL

1FL

GL

視 図a

a

通しダイアフラム

通しダイアフラム

　　かつ柱板厚の1サイズアップ以上とする。(SN490C)

1.　柱梁仕口パネル部分の通しダイアフラムは、取り付く梁フランジ最大板厚の6mm以上、

  　かつ上下柱の板厚以上とする。

    赤さび状態であること。

ただし、ショットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが50μmRz以上で

ある場合は、赤さびは発生しないままでよい。

2.　ダイアフラムの板厚が40mmを超える場合は、TMCP325C同等品以上を使用のこと。

3.  仕口柱のサイズは上下柱の材質のうち高強度のものと同等以上とし、

4.  摩擦面の処理は黒皮などをショットブラスト、グラインダ－掛け等を用いて除去した後、

・ 高力ボルトゲ－ジ ・フランジ添板

・高力ボルトピッチ、はしあき、ゲ－ジ

2PL

GPL

2. 継手部摩擦面：赤さび状態またはショットブラスト処理等

共通事項

3. A.BOLT : ワッシャ－付き、ダブルナット締め、先端フック付きとする。

特記なき限り下記による

1. 使用材料　 : SS400

2. 高力ボルト : S10T,F10T

特記なき限り下記による

１．鉄筋種別　：　D10～D16（SD295A）

1. 高力ボルト：S10T，F10T

コンクリート強度 Fc=24N/mm2

t=1.2
型枠用デッキ

2. 高力ボルト : S10T,F10T

特記なき限り下記による。

1. 使用材料　 : SS400 3. 添え板の材質は母材と同等とする

特記なき限り下記による

１．鉄筋種別　：　D10～D16（SD295A）

特記なき限り下記による

１．鉄筋：D13 , D16（SD295A）

D13-@300
(各基礎共通)

1.出寸法100以下 2.出寸法100～300未満

特記なき限り下記による

１．鉄筋種別　：　D10～D16（SD295A）スラブリスト SCALE
A1：1/40

A3：1/80
２．CS表示は片持スラブを示す

３．バ－サポ－トは鋼製バ－サポ－ト（独立型）とし、スラブ下端面が直仕上の場合は防錆型を使用する

４．バ－サポ－トの配置はスラブ端部は梁側から100前後、その他は@900以内とする

５．土に接する部分の地業は、捨てコンクリート t=50，砕石 t=60

スラブ厚

中　央端　部

長　辺　方　向
位　置

端　部（基端） 中　央（先端）

短　辺　方　向

（t1～t2）
符　号 備　考

150
上端筋

下端筋 D10-@200

D13-@200

D10・D13-@200

D10・D13-@200
S15A

２．幅止め筋　：　D10-@1，000以内

特記なき限り下記による

　　　　　　　　　D19（SD345）

特記なき限り下記による

１．鉄筋種別　：　D10（SD295A） １．鉄筋種別　：　D10～D16（SD295A）

２．幅止め筋　：　D10-@1，000以内

16φ-@300 16φ-@150 16φ-@300 16φ-@300

共通事項工場溶接

300＜B

B=300

100＜B＜300

剛接合
ピン接合

仕口部要領

継手標準図

鉄骨柱リスト SCALE
A1：1/30

A3：1/60
SCALE

A1：1/30

A3：1/60
スラブリスト

SCALE
A3：1/60

鉄骨部材リスト
A1：1/30

SCALE基礎断面リスト
A1：1/30

A3：1/60
SCALE

A1：1/30

A3：1/60
柱形断面リスト

デッキプレート受け要領

デッキプレート端部要領 梁上端頭付きスタッド要領

基礎梁断面リスト SCALE
A1：1/30

A3：1/60
SCALE

A1：1/30

A3：1/60
基礎小梁断面リスト

柱形上部配筋要領
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日　付

構造

件　名

図　名

縮　尺

岩手県立中部病院サイバーナイフ棟整備工事

2025/12  （令和7年）1/30(A1),1/60(A3)

【渡り廊下】鉄骨詳細図・雑詳細図
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共通事項

特記なき限り下記による

（剛接合添板の材料は母材の材料に準ずる）

２．高力ボルト：S10T，F10T

１．使用材料：SS400

D13

WY1 通り鉄骨詳細図

外部階段配筋要領

1:30

1:30

渡り廊下

立上りW15及びカウンターウェイト配筋詳細図 1:30

1:30パラペット配筋詳細図
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工事種別は略号で表記し図中に凡例を記入する。（線の色で種別分けをしても構わない。）

13 配管、スリーブ打込要領

(3)

(2)

(1)

スリーブ等は必ず鉄筋より離し、必要かぶり厚さを確保する。

屋根スラブ、外壁への埋込み配管は行ってはならない。やむを得ず

を行う（例ワイヤーメッシュなど）。

一般床、壁への埋込みボックス類は十分深いものを使用し、埋込み

配管を床、壁の中央に行う。

埋め込む場合は監理者と協議し、クラックの入らぬよう適切な処理

3 梁の埋設配管

・梁に軸方向の配管は、行わない。

梁にボックス類を埋設してはならない。

梁に埋設する配管について

・

・ 配管が集中する分電盤まわり等は、梁の鉛直方向貫通を

やむを得ず行う場合は、梁の側面を打増して配管する等の

・ 梁を横断する配管は、梁の主筋の内側を通す。ただし、梁を

下げてその上部を通す場合は、その限りではない。

・梁を横断する配管は、梁の材軸とできるだけ直角に

梁の端部では、配管は柱の面から500mm以上離す。・

配管の間隔は、あばら筋の間に1本以下とし、

かつ、その相互の間隔は、200mm以上とする。

・ 梁と平行する配管は、梁の側面から500mm以上離す。

1

1 スリーブ施工図作成要領

（縮尺1/50）とする。

施工図には工事名称・図面名称・図面番号・施工者名・各工種の審査者名及び

ベース図は、躯体図作成途中で発生した修正事項及び変更事項等を盛込んだ建築躯体図

表示する内容は、スリーブ径、平面上の位置と高さおよび工事種別とする。

(2)

作図年月日等を記入する。

(3)

(1)

部分図の場合は全体キープランを図中に記入し、その範囲を示す。

 （例：建築 K、衛生 P、空調 A、電気 E、搬送 T）

(4)

・梁貫通孔が集中する箇所（ピット内地中梁人通孔周り等）

・すべての耐力壁    ・機械室周囲の壁等で開口が集中する箇所 

次の箇所は展開図を作成する。

外壁やホール、吹き抜け等の意匠上見えがかりとなる箇所は、意匠検討を行うため建築

立面図や展開図に記入する。

(2)

2 埋設配管共通事項

横断して配管する。

行ってはならない。

対処を行う。

・その他監理者が指示する部位

(4) 構造スリットへの貫通は行ってはならない。

4 柱の埋設配管

1本の柱の配管本数は4本以下とする。

ただし、柱の打増し部に埋設する場合は、表記の径の規定を適用しない。

柱内に埋設する配管の径は、CD管22（外径28mm）以下とする。

柱内に埋設する配管に関する規定

・

柱内に埋設する配管

・

1）

2

配管はフープの内側を通すものとし、配管用補助鉄筋（設備工事）を配置し固定する。

柱に埋設する配管は、主筋に沿わせて配管してはならない。

・

柱に埋設する配管の施工要領2）

・

開口部の周囲に設置するスイッチ等のボックスについては、開口補強筋との

埋込み型の分電盤、端子盤等を設置するときは、壁を打増すか、二重壁にする等の

EPS内は、露出配管またはケーブル配線とし、躯体に埋設しない。

構造スリットを貫通する配管は行わない。

外壁および耐力壁には原則として配管を埋込まない。

・

対応を行う。やむを得ない場合は、監理者と協議し、鉄筋量を増す等の処置を行う。

・

・

・

・

5 壁の埋設配管

壁に埋設する配管について1

・

一般壁（厚さ150mm以上ダブル配筋）の配管は、CD管22（外径28mm）以下とし、

配管相互の間隔を200mm以上とする。

・

一般壁（厚さ150mmシングル配筋）の配管は、CD管16（外径21mm）以下とし、

下図に示す補強筋を配筋する。

納まりを監理者と協議する。

・地下外壁には、原則として配管を埋め込まない。

200以上 200以上

1m以内に3本まで

割裂防止補強筋 D10-@200

壁埋設配管 CD16以下

スイッチボックス等

シングル配筋の壁内配管と補強例

外壁等で見えがかりとなるベントキャップ類は、意匠監理者と位置について協議を行う。

見えがかりとなる面の設備貫通孔など2

・

フロアダクトを埋設する場合は、施工要領、配置について監理者と協議する。・

梁と平行する配管は、梁の側面から500mm以上離す。

梁スリーブ補強の範囲は、床埋設配管を行ってはならない。

特に3重の交差にならないよう注意する。また、カップリングも鉄筋位置を避ける。

埋設配管をやむを得ず交差させる場合は、鉄筋と重ならない位置で交差させる。

埋設配管の径は、CD管22（外径28mm）以下とする。

平行する配管は、1m幅に5本以下とする。また、配管相互の間隔は、150mm以上離す。

100mm以上下げ、増打ちしたスラブの配管の上部には、メッシュ筋を敷設する。

EPSなどで配管が集中して立ち上がる場所は、その1スパンの範囲内の梁およびスラブを

配管が集中するプルボックスまわり等は、監理者と協議しスラブ厚さを増す、鉄筋量

屋根スラブや防水仕様のスラブには、埋設配管を行ってはならない。

床の埋設配管

・

・

・

6 床の埋設配管

1

を増す等の処置を行う。

・

・

・

・

・

梁スリーブ上の横断は行わない。・

やむを得ず柱位置にボックスを設ける場合は、乾式工法（軽鉄下地）または

柱面に埋設するボックス類について

柱面に埋設するボックスは設けないものとする。

コンクリートの打ち増し等を検討する。

1）

1

アース端子板等、鉄筋への溶接は十分な管理の下、溶接の有資格者が行うこと。

柱筋への溶接

1）

2

400以上400以上

1mを超えて配管できない範囲（床版）

横断不可範囲（梁）

柱の軸方向配管可能範囲

500以上 1000以上@@@

@=200以上

150 150

柱の軸方向配管可能範囲

1m幅に４本以内

配管は１ｍ幅に４本までとし、５本の場合はひび割れ防止として

ワイヤーメッシュ等で補強を行う。

・

（○）

（×）　500以内の梁の横断

（×）　

（×）　

（×）　

（×）　柱の貫通

横断不可範囲（梁）

梁内材軸方向配管

床版から梁内を通って配管することは避ける

１ｍ以内なら可

（○）

梁鉛直方向の貫通

柱の軸方向配管　不可能範囲

（×）　

（×）　

500 500

5
0

0

500

柱梁仕口部周り配管要領図

主筋の上側は、不可 主筋の内側を通す 打増し部分を通す

（×） （○） （○）

5
0

0

2025/12（令和7年）

岩手県立中部病院サイバーナイフ棟整備工事件　名

図　名

縮　尺 日　付

構造

A1

A3
S216

-

-

配管、スリーブ打込要領
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